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め

　

本
稿
は
、
群
馬
県
利
根
郡
川
場
村
の
「
道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
に
あ
る
農
産
物
直
売
所
に
注
目
す
る
。
地
元
の
高
齢
女
性
が

ど
の
よ
う
に
農
産
物
直
売
所
に
関
わ
り
、
野
菜
や
果
樹
の
生
産
と
出
荷
を
支
え
な
が
ら
、
農
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の

経
緯
を
二
人
の
高
齢
女
性
の
語
り
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
過
疎
山
村
の
指
定
を
受
け
た
川
場
村
が
農
産
物
直
売

所
を
設
置
し
て
過
疎
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
す
が
、
そ
れ
を
支
え
た
の
は
多
く
の
農
家
女
性
た
ち
で
あ
っ
た
。
開
設
当
初
か
ら
手
作
り

野
菜
を
出
荷
し
て
き
た
二
人
の
女
性
に
着
目
し
、
個
別
具
体
的
な
事
例
か
ら
そ
の
現
状
の
分
析
を
行
っ
た
。
二
人
に
共
通
す
る
の
は
、

昭
和
四
十
年
代
の
過
疎
山
村
の
生
活
変
化
を
体
験
し
た
世
代
で
あ
り
、
伝
統
的
な
生
活
感
覚
を
保
ち
な
が
ら
農
を
楽
し
ん
で
い
る
こ

と
、
個
人
の
才
覚
で
販
売
促
進
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
高
齢
期
を
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

高
齢
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、
農
産
物
直
売
所
は
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る
場
で
あ
り
、
丹
精
し
た
農
産
物
の
販
売
を
通
し
て
客
と
交
流

す
る
空
間
で
あ
る
。
単
に
農
産
物
を
出
荷
す
る
だ
け
で
な
く
、
世
代
の
異
な
る
生
産
者
が
売
れ
行
き
や
都
会
か
ら
の
客
の
情
報
を
交

換
し
あ
い
、
野
菜
づ
く
り
の
知
見
を
深
め
る
場
で
も
あ
る
。
朝
の
出
荷
時
に
は
生
産
者
が
同
じ
空
間
に
集
ま
る
の
で
村
の
情
報
が
集

ま
り
、
作
業
を
し
な
が
ら
会
話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
農
産
物
を
通
し
て
顧
客
を
獲
得
で
き
る
こ
と
は
生
産
者
に
と
っ
て
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
。
三
世
代
が
揃
う
農
家
で
は
、
高
齢
女
性
が
野
菜
を
作
っ
て
袋
詰
め
を
し
、
息
子
や
嫁
が
出
荷
す
る
な
ど
、

野
菜
づ
く
り
か
ら
出
荷
ま
で
の
一
連
の
流
れ
が
家
族
の
年
齢
・
体
力
に
応
じ
て
役
割
分
担
さ
れ
て
い
る
。

　

道
の
駅
に
付
随
す
る
農
産
物
直
売
所
の
特
質
は
、
高
齢
女
性
が
持
っ
て
い
る
野
菜
・
果
樹
を
育
て
る
コ
ツ
と
技
術
だ
け
で
な
く
、

川
場
村
の
自
然
環
境
の
な
か
で
伝
え
ら
れ
た
伝
統
的
な
農
事
暦
を
基
本
に
し
て
、
日
々
の
農
を
楽
し
む
こ
と
に
あ
る
。
川
場
村
名
産

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
高
齢
者
の
体
力
に
見
合
っ
た
果
樹
で
あ
り
、
高
齢
女
性
た
ち
は
軽
量
野
菜
な
ど
の
選
択
を
し
な
が
ら
も
農
産
物

直
売
所
を
支
え
続
け
て
い
る
。

【要旨】

道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
、
農
産
物
直
売
所
、
高
齢
女
性
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
過
疎
村

キ
ー
ワ
ー
ド



2

常民文化研究　第2巻（2023）

は
じ
め
に

　

群
馬
県
利
根
郡
川
場
村
は
、
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
の
国
勢
調
査

の
結
果
、
よ
う
や
く
過
疎
指
定
が
解
除
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
道
の
駅
川
場

田
園
プ
ラ
ザ
」（
以
下
、
で
ん
プ
ラ
と
略
記
）
を
中
核
と
し
た
村
づ
く
り
の

結
果
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
地
元
の
女
性
た
ち
の
地
道
な
活
躍

が
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
そ
の
で
ん
プ

ラ
に
設
置
さ
れ
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
以
下
、
農
産
物
直
売
所

と
略
記
）
に
注
目
す
る
。

　

筆
者
は
、
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
九
月
か
ら
川
場
村
で
民
俗
調
査

を
始
め
）
1
（
た
。
当
初
、
民
俗
調
査
で
各
家
庭
を
訪
問
す
る
と
、「
い
ま
は
忙

し
く
て
、
話
は
で
き
な
い
」「
今
日
は
無
理
」
と
断
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
今
日
は
た
ま
た
ま
忙
し
い
の
だ
ろ
う
と
気
に
も
留
め
な
い
で
い
た

が
、
あ
る
家
で
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
（
の
収
穫
）
で
忙
し
い
か
ら
、
あ
ま
り

時
間
を
取
ら
せ
な
い
で
」
と
言
わ
れ
た
と
き
、
は
っ
と
気
づ
い
た
の
で
あ

る
。
他
の
家
で
「
秋
や
冬
に
な
れ
ば
、
お
話
が
で
き
る
よ
」
と
婉
曲
的
に

断
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。「
雨
が
降
っ
て
い
れ
ば
来
て
も
い
い
よ
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
何
度
か
あ
っ
た
。
聞
き
書
調
査
中
に
高
齢
女
性
の
携

帯
電
話
が
鳴
り
、
嬉
し
そ
う
に
片
手
で
携
帯
を
操
作
し
て
い
る
姿
を
見
て
、

そ
れ
が
農
産
物
直
売
所
か
ら
の
売
り
上
げ
メ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

こ
の
と
き
、
初
め
て
高
齢
女
性
が
聞
き
書
調
査
を
断
る
理
由
が
理
解
で
き

た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
で
ん
プ
ラ
の
農
産
物
直
売
所
に
興
味
を
持
っ
た
筆
者
は
、
親

し
く
な
っ
た
高
齢
女
性
に
頼
ん
で
、
早
朝
の
農
産
物
納
入
に
同
行
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
施
設
内
部
に
入
る
と
、
高
齢
男
性
が
筆
者
に
向
か
っ
て
「
今

日
は
ほ
う
れ
ん
草
を
一
二
〇
袋
持
っ
て
来
た
」
と
説
明
し
な
が
ら
、
ほ
う

れ
ん
草
の
束
を
棚
に
並
べ
て
い
る
。
高
齢
女
性
た
ち
は
、
生
産
者
の
名
前

と
値
段
が
印
字
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
る
。
そ
の
作
業

風
景
は
い
か
に
も
楽
し
そ
う
で
あ
り
、
農
産
物
直
売
所
は
高
齢
者
の
元
気

に
溢
れ
て
い
）
2
（

た
。

　

農
産
物
直
売
所
は
、
早
朝
に
は
村
内
の
生
産
者
が
毎
日
の
よ
う
に
顔
を

合
わ
せ
る
場
で
あ
り
、
生
産
者
が
丹
精
し
た
農
産
物
の
販
売
を
通
し
て
客

と
交
流
す
る
空
間
で
も
あ
る
。
で
ん
プ
ラ
は
、
過
疎
指
定
さ
れ
た
川
場
村

が
再
生
を
賭
け
て
設
置
し
た
施
設
で
、
当
初
か
ら
地
元
の
高
齢
女
性
た
ち

が
手
作
り
野
菜
を
持
ち
込
ん
で
い
た
。
農
産
物
直
売
場
は
平
成
七
（
一
九

九
五
）
年
七
月
に
営
業
開
始
し
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
時
点
で
約
三

〇
年
の
時
間
が
経
過
し
た
。
当
初
か
ら
農
作
物
を
納
品
し
た
女
性
た
ち
は

年
齢
を
重
ね
、
概
ね
七
〇
歳
で
高
齢
女
性
の
年
齢
に
達
し
た
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
林
業
と
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
っ
た
時
期
に
結
婚
し
、
昭

和
四
十
年
代
の
過
疎
山
村
の
生
活
変
化
を
体
験
し
た
高
齢
女
性
が
、
農
産

物
直
売
所
を
媒
介
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
生
活
感
覚
を
保
ち
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な
が
ら
農
を
楽
し
み
、
個
人
の
才
覚
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
る
実
態

と
そ
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

一　

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

1　

農
産
物
直
売
所
と
女
性
た
ち
の
関
わ
り

　

道
の
駅
は
、
旧
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）
が
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年

に
設
置
し
た
一
般
道
の
休
憩
施
設
で
、
休
憩
機
能
・
情
報
交
流
機
能
・
地

域
の
連
携
機
能
の
三
つ
の
目
的
が
あ
る
。
道
の
駅
の
設
置
者
は
市
町
村
や

公
的
な
団
体
で
、
主
要
な
幹
線
道
路
（
一
般
道
の
国
道
お
よ
び
県
道
）
に

設
け
ら
れ
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で
は
、
こ
れ
に
郵
便
局
や
病

院
、
医
療
福
祉
施
設
な
ど
が
併
設
し
、
地
域
の
中
枢
機
能
を
担
う
よ
う
に

な
っ
た
。
数
十
年
の
間
に
、
地
震
や
自
然
災
害
時
の
防
災
の
拠
点
と
し
て

被
災
地
と
外
部
を
結
ぶ
機
能
も
加
わ
っ
た
た
め
、
防
災
機
能
の
整
備
も
進

ん
で
き
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
一
〇

月
二
三
日
に
発
生
し
た
新
潟
中
越
地
震
で
あ
る
。
道
の
駅
が
避
難
所
と
し

て
被
災
者
に
開
放
さ
れ
、
救
援
・
復
旧
活
動
の
前
衛
基
地
と
化
し
た
。
ま

た
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
の
際
に
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
道
の
駅
が
復
興
支
援
の
中
継
基
地
と
し

て
、
被
災
情
報
の
発
信
、
救
援
物
資
の
保
管
・
提
供
、
医
療
情
報
の
提
供

を
行
い
、
警
察
や
自
衛
隊
に
よ
る
救
援
と
復
旧
作
業
の
場
と
な
っ
た
。
こ

れ
ら
の
教
訓
を
生
か
し
て
防
災
機
能
の
整
備
が
進
ん
だ
結
果
、
道
の
駅
に

よ
っ
て
は
医
療
機
関
が
隣
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
［
松
尾
・
山
口

2019

：10

―12

］。
道
の
駅
が
設
置
さ
れ
た
当
初
は
、
道
路
利
用
者
の
休
憩
と
観

光
情
報
を
発
信
す
る
地
域
振
興
等
を
兼
ね
備
え
た
施
設
で
あ
っ
た
が
、
現

在
で
は
新
た
に
防
災
機
能
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

道
の
駅
は
、
地
域
活
性
化
を
促
進
さ
せ
地
域
経
済
の
好
循
環
を
な
す
こ

と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
は
、
地
域
振
興
の
核
と
し
て
優
れ

た
道
の
駅
を
重
点
道
の
駅
と
し
て
選
定
す
る
制
度
を
平
成
二
六
年
に
創
設

し
た
。
秋
山
聡
は
、
こ
の
重
点
道
の
駅
制
度
に
着
目
し
、
地
域
活
性
化
の

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
道
の
駅
の
パ
タ
ー
ン
の
特
色
を
二
点
に
ま
と

め
た
。
一
点
は
観
光
客
を
増
や
す
取
り
組
み
を
行
う
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
型
、

も
う
一
点
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
た
役
場
機
能
と
診
療
所
の
設

置
な
ど
、
暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
あ
る
と
述
べ
た

［
秋
山

2015

］。

　

こ
の
よ
う
に
、
道
の
駅
は
地
域
振
興
の
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、
地
元
住

民
の
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
観
光
客
が
興
味

を
持
つ
よ
う
な
観
光
情
報
の
提
供
、
公
園
、
郷
土
資
料
館
・
美
術
館
、
宿

泊
施
設
な
ど
の
併
設
、
野
菜
類
や
果
物
等
を
販
売
す
る
農
産
物
直
売
所
、

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
の
等
の
設
置
な
ど
、
地
域

独
自
の
文
化
を
発
信
し
て
い
る
の
が
道
の
駅
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

施
設
の
中
で
、
地
元
の
農
家
が
主
体
と
な
る
の
が
農
産
物
直
売
所
で
あ
る
。
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た
。
川
場
村
萩
室
の
Ｓ
さ
ん
は
、
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
耕
運
機

を
購
入
し
た
が
、
村
内
で
は
早
い
時
期
の
導
入
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
分
は
、

バ
ス
に
乗
り
遅
れ
た
家
族
を
耕
運
機
に
リ
ヤ
カ
ー
を
装
着
し
て
迎
え
に
行

っ
た
の
ん
び
り
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
［
板
橋

2019

：824

］。

　

農
家
は
農
業
経
営
を
継
続
し
な
が
ら
農
業
以
外
の
労
働
に
従
事
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
昭
和
三
六
年
制
定
の
農
業
基
本
法
が

あ
る
。
農
家
は
経
営
規
模
を
大
き
く
し
、
農
耕
地
の
整
備
を
進
め
て
大
型

農
機
具
を
投
入
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
農
業
の
近
代
化
を
進
め
て
い
っ
た
。

米
、
野
菜
、
果
物
な
ど
の
生
産
に
力
を
入
れ
て
所
得
を
伸
ば
し
た
が
、
結

果
的
に
農
機
具
の
近
代
化
に
よ
っ
て
労
働
力
に
余
剰
が
生
じ
、
仕
事
を
求

め
た
人
が
都
市
部
へ
と
流
出
し
、
農
家
の
ほ
と
ん
ど
が
兼
業
農
家
化
し
た

の
で
あ
る
。

　

農
家
経
営
全
体
と
女
性
の
関
わ
り
方
に
も
変
化
が
み
ら
れ
た
。
家
庭
菜

園
で
の
労
力
が
無
人
市
・
朝
市
な
ど
を
通
じ
て
金
銭
に
つ
な
が
る
場
合
は
、

積
極
的
に
農
家
女
性
が
維
持
管
理
を
し
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
れ
に
値
し

な
い
も
の
は
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
家
庭
菜
園
の
二

極
分
化
の
中
で
、
昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
、
農
家
の
支
出
を
減
ら
す
経

済
的
観
念
の
視
点
か
ら
、
再
び
家
庭
菜
園
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
は
戦
後
の
生
活
改
善
運
動
の
影
響
や
農
協
と
農
協
婦
人
部
が
中
心

と
な
っ
て
、
家
族
の
健
康
な
食
生
活
を
支
え
、
新
鮮
な
旬
の
野
菜
を
育
て

る
家
庭
菜
園
の
役
割
を
強
調
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
［
靏

1998

：32

服
部
俊
宏
と
今
井
敏
行
は
農
村
観
光
の
視
点
か
ら
、
青
森
県
内
の
道
の
駅

の
農
産
物
直
売
所
が
地
元
農
家
に
与
え
る
影
響
を
考
察
し
よ
う
と
、
生
産

者
の
農
家
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
道

の
駅
に
農
産
物
直
売
所
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
売
り
上
げ
増
が
見
ら
れ

た
と
指
摘
し
た
。
生
産
者
の
農
家
同
士
で
の
会
話
が
増
え
、
さ
ら
に
は
消

費
者
個
人
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
や
る
気
を
醸
成
し
た
と
述
べ
る
。
そ

の
結
果
、
農
家
に
よ
っ
て
は
作
付
面
積
の
増
加
と
新
品
種
の
導
入
が
見
ら

れ
た
と
指
摘
し
、
野
菜
類
を
出
し
て
い
た
農
家
女
性
の
経
済
力
も
上
が
り
、

家
庭
内
地
位
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
述
べ
た
［
服
部
・
今
井

2004

］。

道
の
駅
に
農
産
物
直
売
所
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
観
光
客
の
獲
得
に
成
功

し
地
域
の
活
性
化
に
結
び
付
い
た
例
で
あ
る
。

　

農
産
物
直
売
所
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
農
家

女
性
の
存
在
で
あ
る
。
靏
理
恵
子
の
研
究
に
よ
る
と
、
農
産
物
直
売
所
の

歴
史
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
野
菜
の
無
人
販
売
所
で
、
農
家

が
軒
先
で
自
家
用
野
菜
の
個
人
販
売
を
始
め
た
こ
と
に
遡
る
。
家
庭
菜
園

の
延
長
線
上
で
作
っ
た
農
産
物
を
農
産
物
直
売
所
や
朝
市
で
販
売
す
る
こ

と
で
、
農
家
女
性
が
「
自
分
の
財
布
」
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
経
済
的
、

精
神
的
に
も
農
家
女
性
の
自
立
を
実
現
さ
せ
た
と
い
う
［
靏

2017

：24

―28

］。
昭
和
三
十
年
代
以
降
は
急
速
に
農
業
の
近
代
化
が
進
み
、
農
機
具

や
運
搬
具
が
普
及
し
、
農
作
業
に
余
剰
労
働
力
が
生
ま
れ
た
。

　

川
場
村
で
も
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
農
業
の
機
械
化
が
始
ま
っ
て
い
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い
く
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
小
林
維
子
さ
ん
の
事
例
も
そ
の
範
疇
に
属
す

る
。
維
子
さ
ん
の
夫
は
農
協
に
勤
務
し
て
お
り
、
維
子
さ
ん
が
自
ら
の
判

断
と
責
任
に
お
い
て
一
日
の
労
働
力
を
配
分
し
、
労
働
時
間
を
決
め
て
い

る
。
こ
れ
は
農
家
の
女
性
の
生
活
に
お
い
て
は
意
外
と
大
き
な
変
化
な
の

で
あ
る
。

　

農
家
の
女
性
た
ち
が
活
躍
す
る
の
は
農
作
物
の
納
品
だ
け
で
は
な
い
。

関
満
博
は
、
中
山
間
地
域
で
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
農
産
物
直
売
所
、
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
農
産
物
加
工
場
等
の
起
業
に
農
家
の
女
性
た
ち
が
携
わ

り
、
地
域
に
根
付
く
食
文
化
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域
産
業
を
伸
ば
す

基
盤
を
創
り
出
し
た
と
論
じ
る
［
関

2010

：17

―19

］。
農
家
の
女
性
を

め
ぐ
る
研
究
は
、
主
に
農
山
村
地
域
の
食
と
農
に
関
心
が
向
け
ら
れ
、
農

業
経
営
や
農
産
物
加
工
場
で
働
く
女
性
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。

農
産
物
直
売
所
、
農
産
物
加
工
場
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
舞
台
に
、

農
家
の
女
性
が
率
先
し
て
地
域
産
業
振
興
を
伸
ば
す
実
態
と
女
性
の
社
会

的
地
位
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
個
別
の
過
疎
山

村
や
農
村
を
対
象
に
、
そ
こ
に
生
き
る
地
域
の
人
び
と
の
歴
史
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
農
家
の
女
性
が
ど
の
よ
う
に
農
産
物
直
売
所
に
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
た
ど
る
事
例
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
高
齢
女
性
が
農
産
物
の
出
荷
を
支
え
な
が
ら
、

農
を
楽
し
み
個
人
の
才
覚
で
生
き
生
き
と
過
ご
す
日
々
の
暮
ら
し
を
描
き

出
し
て
み
た
い
。

―38
］。
さ
ら
に
靏
は
、
女
性
に
よ
る
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
活
性
化
の
現

状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
、
関
東
お
よ
び
東
北
地
方
の
都
市
部
と

農
村
部
を
対
象
に
、
農
業
経
営
や
農
に
関
す
る
諸
活
動
を
行
う
女
性
の
活

動
形
態
に
注
目
し
た
。
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
地
方
や
農
山
村

地
域
の
人
口
が
都
市
部
へ
流
出
し
た
た
め
、
人
口
減
少
を
防
ご
う
と
女
性

参
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
展
開
し
た
。
こ
の
地
域
活
性
化
に
女
性
が
加

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
で
、
地
方
や
農
山
村

地
域
で
三
つ
の
変
化
が
み
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。
一
つ
目
が
農
村
社
会
部

の
変
化
、
二
つ
目
が
世
帯
主
層
の
男
性
以
外
の
妻
・
姑
・
舅
に
よ
る
「
三

ち
ゃ
ん
農
業
」
に
よ
る
家
内
部
の
変
化
、
三
つ
目
が
農
村
女
性
の
起
業
で

あ
る
。
農
家
女
性
た
ち
が
様
々
な
活
動
を
通
し
て
実
績
を
積
み
上
げ
た
こ

と
で
、
社
会
経
済
を
支
え
る
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
起
こ
っ
た
と

述
べ
た
。
こ
れ
ま
で
男
性
中
心
で
あ
っ
た
基
幹
的
農
業
従
事
者
に
女
性
た

ち
が
参
入
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
事
業
が
展
開
し
て
い
く
が
、
そ

こ
に
は
性
差
で
は
な
い
女
性
が
個
人
と
し
て
持
つ
視
点
・
考
え
方
が
大
き

く
影
響
し
て
い
た
。
女
性
に
よ
る
農
業
の
活
動
形
態
は
、
古
く
は
グ
ル
ー

プ
単
位
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
生
産
者
同
士
の
仲
間
や
親
睦
よ
り
も
個
人

単
位
で
の
活
動
が
主
流
と
な
っ
た
。
集
団
か
ら
、
個
人
で
利
益
を
得
る
よ

う
な
経
済
活
動
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
［
靏

2017

：685

―687

］。

　

昭
和
三
十
年
代
以
降
に
な
る
と
、
農
業
の
兼
業
化
が
進
行
す
る
が
、
農

家
経
営
に
お
い
て
女
性
の
労
働
力
が
労
働
の
主
体
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て



6

常民文化研究　第2巻（2023）

至
る
ま
で
、
川
場
村
が
実
践
し
て
き
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
確
認

す
る
。
昭
和
四
六
年
に
過
疎
指
定
を
受
け
た
川
場
村
は
、
昭
和
五
〇
年
に

永
井
鶴
二
村
長
が
過
疎
か
ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、
村
政
の
施
策
と
し
て

「
農
業
プ
ラ
ス
観
光
」
を
掲
げ
た
。
そ
の
一
連
の
流
れ
で
、
地
場
産
品
と

特
産
品
を
直
接
販
売
す
る
た
め
に
、
平
成
五
年
に
で
ん
プ
ラ
の
母
体
で
あ

る
「（
株
）
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
」
が
設
立
さ
れ
た
。
で
ん
プ
ラ
は
、
川
場

村
の
農
業
・
観
光
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
あ
る
。
最
初
に
整
備
さ
れ
た
の

は
ミ
ル
ク
工
房
で
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に
完
成
し
た
。
村
内
の
酪

農
家
の
乳
牛
を
対
象
に
低
温
殺
菌
牛
乳
を
提
供
し
た
。
こ
れ
が
で
ん
プ
ラ

の
第
一
号
の
商
品
と
な
っ
た）3
（

。
そ
の
翌
年
の
平
成
七
年
に
農
産
物
直
売
所

が
完
成
し
た
。
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
に
道
の
駅
の
認
定
を
受
け
、
で

ん
プ
ラ
の
施
設
は
、
村
内
に
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
し
て
い
く
［
三
田

2012

：26

―27

］。

　

昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
ご
ろ
の
川
場
村
の
主
な
生
業
と
い
え
ば
林

業
と
養
蚕
で
あ
っ
た
。
自
家
製
野
菜
の
出
荷
が
考
え
ら
れ
た
の
は
、
昭
和

二
（
一
九
二
七
）
年
に
新
設
し
た
川
場
村
か
ら
沼
田
間
の
バ
ス
路
線
で
、

同
様
に
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
開
通
し
た
上
越
線
に
よ
る
交
通
網
の

発
達
も
あ
っ
た
。
山
に
囲
ま
れ
た
川
場
村
は
、
製
材
業
や
木
炭
生
産
が
盛

ん
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
林
業
と
養
蚕
業
が
大
き
く
低

迷
し
、
安
定
し
た
生
活
を
求
め
よ
う
と
村
外
へ
の
転
出
者
が
目
立
ち
、
人

口
減
少
が
生
じ
て
い
っ
た
。
人
口
の
流
出
を
防
ご
う
と
、
一
九
七
〇
年
代

2　

�
川
場
村
の
「
農
業
プ
ラ
ス
観
光
」
と
い
う
施
策

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
川
場
村
は
群
馬
県
北
部
に
位
置
し
（
図
1
）、
林

業
と
養
蚕
が
中
心
の
山
村
で
あ
る
。
人
口
は
五
〇
〇
〇
人
あ
っ
た
時
期
も

あ
る
が
、
一
九
七
五
年
に
は
四
〇
〇
〇
人
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

表
1
は
川
場
村
の
人
口
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
三
〇
（
一

九
五
五
）
年
の
人
口
数
は
五
三
八
六
人
で
あ
っ
た
が
、
過
疎
地
域
指
定
を

受
け
た
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
に
は
四
一
四
〇
人
と
な
っ
た
。
約
一

五
年
で
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
人
口
数
の
減
少
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
昭

和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
に
は
四
〇
〇
〇
人
を
割
り
、
三
九
六
二
人
と
な

っ
た
。
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
再
び
四
〇
〇
〇
人
を
超
え
、
安
定
し

た
人
口
数
を
保
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
に
は
若

年
層
の
流
出
が
減
少
し
、
中
年
層
が
再
び
故
郷
に
戻
る
U
タ
ー
ン
現
象
も

見
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
過
疎
地
域
が
解
除
さ
れ
た
。
だ
が
、
住
民
の
高
齢

化
の
問
題
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。
川
場
村
役
場
住
民
課
調
べ
に
よ
る

と
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
は
川
場
村
の
全
世
帯
数
一
〇
六
七
の
う

ち
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が
三
〇
一
世
帯
で
、
全
体
の
二

八
・
二
％
を
高
齢
者
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
年
々
、
高

齢
化
率
も
上
昇
し
て
い
る
。

　
「
道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」（
で
ん
プ
ラ
）
は
、
当
初
か
ら
道
の
駅
と

し
て
整
備
さ
れ
た
施
設
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
農
産
物
直
売
所
が
完
成
に



川場村の人口数の推移は、川場村住民課調べによるデータをもとに作成
した。

表 1　川場村の人口推移

図 1　利根郡川場村の位置
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家
庭
菜
園
で
作
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
遠
方
に
住
む
家
族
や
親
類

縁
者
・
友
人
・
知
人
へ
配
る
か
、
あ
る
い
は
肥
料
に
し
て
無
駄
に
処
理
す

る
し
か
な
か
っ
た
が
、
世
田
谷
区
へ
の
出
張
販
売
を
通
じ
て
、
農
家
は
積

極
的
に
農
産
物
を
販
売
で
き
る
方
向
性
を
見
出
し
）
4
（
た
。
こ
れ
が
農
産
物
直

売
所
の
原
点
で
あ
る
。

に
は
農
業
を
基
軸
と
し
た
観
光
施
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な

村
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
［
中
島

1992

：47

―50

］。

　

川
場
村
は
山
村
の
自
然
環
境
と
そ
の
景
観
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
の

基
礎
固
め
と
し
て
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
に
東
京
都
世
田
谷
区
と

縁
組
協
定
を
締
結
し
、
世
田
谷
区
民
と
の
交
流
活
動
が
本
格
化
し
た
。
川

場
村
の
農
業
従
事
者
は
、
東
京
都
世

田
谷
区
と
の
交
流
活
動
の
一
環
で

「
川
場
産
の
新
鮮
な
農
産
物
を
食
べ

て
も
ら
お
う
」
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
に
野
菜
や
リ
ン
ゴ
を
山
の
よ
う
に

積
み
込
ん
で
出
張
販
売
を
行
っ
た
。

生
産
者
が
客
の
住
む
場
所
に
出
向
く

こ
と
で
、
農
家
は
販
売
技
術
を
身
に

つ
け
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
販
売
活

動
を
通
じ
て
、
農
家
か
ら
た
び
た
び

直
売
所
や
観
光
施
設
の
設
置
要
望
が

出
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
川
場
村
に

農
産
物
直
売
所
が
開
設
し
た
背
景
に

は
、
地
元
農
家
の
声
が
強
か
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
味
や
栄

養
も
変
わ
ら
な
い
規
格
外
の
野
菜
、



写真 1　道の駅川場田園プラザ 農産物直売所（利根郡川
場村大字萩室）

写真 2　野菜を納品する地元の農家（利根郡川場村大字
萩室）

写真 3　手作りのドライフラワーや箒の販売（利根郡川
場村大字萩室）
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二　

農
産
物
直
売
所
に
つ
ど
う
高
齢
者

1　

農
産
物
の
出
荷
と
値
段
の
決
め
方

　

農
産
物
直
売
所
に
は
、
川
場
村
産
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、
加
工
品
、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
手
作
り
の
マ
ス
ク
や
ポ
ー
チ
な
ど
が
売
ら
れ
る
。
店

舗
の
入
口
に
設
置
さ
れ
た
棚
は
も
っ
と
も
目
立
つ
場
所
で
あ
る
。
こ
こ
に

季
節
ご
と
の
旬
の
野
菜
、
山
菜
、
果
物
が
並
ぶ
。
春
は
山
菜
、
竹
の
子
、

夏
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
秋
は
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
が
陳
列
さ
れ
る
。
平

成
七
（
一
九
九
五
）
年
七
月
の
開
設
当
初
は
、
主
に
地
元
の
女
性
が
生
産

者
と
し
て
登
録
し
て
い
た
。
近
年
は
三
十
代
前
半
か
ら
四
十
代
の
男
性
や

女
性
、
定
年
退
職
後
の
男
性
も
増
え
、
生
産
者
の
顔
ぶ
れ
も
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
六
十
代
の
男
性
は
、
定
年
退
職
後
に
本
格
的
に
野
菜
づ
く

り
を
始
め
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
を
「
遊
休
地
対
策
の
た
め
に
畑
で
野
菜

を
育
て
る
。
野
菜
を
育
て
て
れ
ば
、
田
畑
が
荒
れ
な
い
し
、
自
分
自
身
の

健
康
管
理
に
も
な
る
し
ね
」
と
話
す
。
休
日
に
な
る
と
、
で
ん
プ
ラ
の
駐



写真 4　シニアカーで野菜を運ぶ（道の駅川場田園プ
ラザファーマーズマーケット 駐車場）

写真 5　タッチパネルで値段を決める（道の駅川
場田園プラザ農産物直売所内の事務所）

写真 6　農産物直売所に野菜を並べる女性たち
（利根郡川場村大字萩室）
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車
場
は
午
前
中
か
ら
県
内
外
の
車
、
観
光
バ
ス
、
バ
イ
ク
で
満
車
に
な
っ

て
し
ま
う
。
利
根
郡
川
場
村
は
東
京
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
関
越
自

動
車
道
の
練
馬
I
C
を
入
り
、
沼
田
I
C
ま
で
約
一
時
間
半
で
あ
る
。
沼

田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
下
っ
て
約
一
五
分
で
川
場
村
に
入
る
と
、
で
ん

プ
ラ
の
巨
大
な
平
屋
の
建
物
が
見
え
て
く
る
。
交
通
の
利
便
性
も
あ
っ
て
、

日
に
よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の
客
が
押
し
寄
せ
、
農
産
物
は
す
ぐ
に
売
り
切

れ
て
し
ま
う
（
写
真
1
・
2
・
3
）。

　

生
産
者
は
で
ん
プ
ラ
の
営
業
時
間
で
あ
れ
ば
、
何
時
で
も
野
菜
や
果
物

の
納
品
が
で
き
る
（
写
真
4
）。
搬
入
口
が
開
く
時
間
帯
は
、
夏
が
午
前

七
時
半
、
冬
季
が
午
前
八

時
で
あ
る
。
夏
の
農
家
は
、

太
陽
が
昇
る
前
の
涼
し
い

時
間
帯
か
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
や
夏
野
菜
を
収
穫
す
る
。

そ
の
た
め
午
前
七
時
前
か

ら
、
搬
入
口
に
生
産
者
が

並
び
、
長
蛇
の
列
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。

　

農
産
物
の
値
段
は
、
生

産
者
個
人
で
決
め
る
。
人

に
よ
っ
て
は
、
既
に
店
頭

に
並
ん
で
い
る
同
品
目
と
自

分
で
持
っ
て
来
た
も
の
を
見

比
べ
、
鮮
度
、
数
量
と
重
量

を
見
な
が
ら
一
〇
～
三
〇
円

ほ
ど
の
差
を
つ
け
る
。
値
段

が
決
ま
る
と
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

式
の
機
械
で
、
生
産
者
情
報

と
値
段
が
印
字
さ
れ
た
バ
ー

コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
出
力
し
、

こ
れ
を
商
品
の
袋
に
貼
っ
て

陳
列
棚
に
並
べ
る
（
写
真

5
・
6
）。

　

こ
れ
ら
を
並
べ
る
の
は
、

早
い
も
の
順
で
あ
る
。
店
舗

入
口
に
あ
る
中
央
の
棚
台
は
、

旬
の
農
産
物
を
置
く
専
用
の

棚
で
あ
る
。
こ
の
棚
に
置
け

る
範
囲
は
、
一
人
当
た
り
二

列
と
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ

以
外
の
店
内
の
三
段
（
上

段
・
中
段
・
下
段
）
棚
は
、
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が
売
り
切
れ
た
場
合
、
畑
に
直
行
し
野
菜
を
採
っ
て
袋
詰
め
に
し
、
す
ぐ

に
農
産
物
直
売
所
へ
持
っ
て
行
く
生
産
者
も
い
る
。
リ
ン
ゴ
農
家
は
一
時

間
ご
と
に
売
り
上
げ
メ
ー
ル
が
届
く
よ
う
に
設
定
し
、
す
ぐ
に
追
加
販
売

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
時
間
設
定
の
登
録
が
無
く
て
も
、
冬
季
は

午
後
五
時
半
、
夏
季
は
午
後
六
時
半
に
、
そ
の
日
の
最
終
売
り
上
げ
の
情

報
が
生
産
者
全
員
に
届
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

で
ん
プ
ラ
か
ら
の
連
絡
は
、
二
〇
一
〇
年
ご
ろ
を
境
に
、
生
産
者
個
人

の
携
帯
電
話
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
携
帯
電
話
の
普
及
以
前
は
、
店
頭

で
販
売
で
き
る
商
品
が
少
な
く
な
る
と
、
家
の
固
定
電
話
に
「
な
ん
で
も

良
い
か
ら
（
農
産
物
を
）
出
し
て
く
だ
さ
い
。
追
加
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
掛
か
っ
て
き
た
。
い
ま
は
、
で
ん
プ
ラ
と
の
確
実
な
連
絡
手
段
を
取
る

た
め
に
、
高
齢
生
産
者
の
ほ
と
ん
ど
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
。
生
産

者
は
午
後
四
時
に
届
く
で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
を
見
て
、
一
日
の
売
れ
残
り
を

知
る
。
売
れ
残
っ
た
場
合
は
午
後
五
時
ま
で
に
取
り
に
行
く
。
忙
し
く
て

取
り
に
行
け
な
い
場
合
は
、
生
産
者
の
家
族
で
あ
れ
ば
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
担
当
者
に
生
産
者
の
名
前
を
言
え
ば
、
余
っ
た
農
産
物
を
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
齢
の
父
母
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
娘
や
息
子
が
土

日
に
実
家
へ
帰
っ
て
来
て
、
そ
の
帰
り
際
に
で
ん
プ
ラ
へ
寄
り
、
売
れ
残

り
の
野
菜
を
持
ち
帰
っ
て
お
土
産
に
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
。

野
菜
の
品
目
ご
と
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
野
菜
類
は
小
袋
で
場
所
も
あ
ま

り
取
ら
な
い
の
で
、
一
人
当
た
り
の
置
け
る
範
囲
の
決
ま
り
は
な
い
。
そ

こ
で
は
生
産
者
同
士
の
規
律
が
守
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
人
気
が
あ
る

棚
の
位
置
は
、
人
の
目
線
の
高
さ
に
当
た
る
中
段
で
あ
る
。
こ
の
場
所
の

商
品
は
、
客
の
目
に
留
ま
り
や
す
い
。
上
段
は
目
線
よ
り
高
い
た
め
、
あ

ま
り
客
の
手
に
取
っ
て
も
ら
え
な
い
。
下
段
は
あ
ま
り
見
て
も
ら
え
な
い
。

開
店
時
間
か
ら
遅
く
農
産
物
直
売
所
に
行
く
と
、
商
品
を
下
段
に
置
か
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
）
5
（
る
。

　

季
節
に
よ
っ
て
は
、
生
産
者
が
一
斉
に
同
品
目
の
農
作
物
を
作
る
こ
と

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
同
じ
品
種
が
店
頭
に
並
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
は
、
陳
列
棚
が
白
菜
・
大
根
・
ネ
ギ
で
あ
ふ
れ
る
。
七
月
か
ら

九
月
は
イ
ン
ゲ
ン
・
ミ
ョ
ウ
ガ
、
一
一
月
に
は
小
豆
と
里
芋
の
収
穫
時
期

が
重
な
る
。
陳
列
棚
に
置
け
な
い
場
合
は
、
棚
下
の
コ
ン
テ
ナ
に
納
め
る
。

こ
の
よ
う
に
同
種
類
の
農
作
物
が
集
中
す
る
と
き
は
、
農
産
物
直
売
所
の

店
員
が
予
め
生
産
者
に
「（
置
き
場
が
で
き
た
ら
）
段
に
上
げ
ま
す
か
ら
」

と
一
声
掛
け
、
様
子
を
見
な
が
ら
並
べ
て
く
れ
る
。

　

商
品
を
出
荷
す
る
と
、
決
ま
っ
た
時
間
に
で
ん
プ
ラ
か
ら
売
り
上
げ
メ

ー
ル
が
届
く
。
こ
の
メ
ー
ル
に
は
売
れ
た
商
品
と
そ
の
数
量
、
合
計
金
額

な
ど
が
書
か
れ
る
の
で
生
産
者
に
と
っ
て
は
楽
し
み
の
メ
ー
ル
で
、
こ
れ

を
「
で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
」
と
呼
ぶ
［
永
島

2019

：741

―742

］。

　

受
信
時
間
は
一
時
間
毎
に
自
分
で
設
定
で
き
る
。
朝
に
出
荷
し
た
商
品
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て
い
る
生
産
者
は
、
世
代
交
代
を
し
て
も
名
前
を
変
更
せ
ず
、
あ
え
て
登

録
時
の
女
性
の
名
前
で
店
頭
に
出
す
。
で
ん
プ
ラ
へ
の
納
品
を
続
け
る
こ

と
で
、
家
族
間
の
会
話
も
増
え
、
八
十
代
以
上
の
高
齢
女
性
の
生
産
者
登

録
カ
ー
ド
を
五
十
、
六
十
代
の
娘
や
息
子
、
あ
る
い
は
嫁
が
引
き
継
ぐ
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

生
産
者
登
録
カ
ー
ド
は
、
家
の
主
人
の
名
義
で
登
録
し
て
い
て
も
、
そ

の
家
族
で
あ
れ
ば
祖
母
、
祖
父
、
娘
、
息
子
な
ど
誰
で
も
納
品
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
名
義
個
人
に
限
ら
ず
、
一
家
に
一
枚
の
生
産
者
登
録
カ
ー
ド
が

あ
れ
ば
、
家
族
の
誰
も
が
納
品
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
八

年
の
農
産
物
直
売
所
開
設
時
の
生
産
者
登
録
を
し
た
農
家
は
九
〇
戸
で
あ

っ
た
が
、
一
五
年
後
の
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に
は
三
七
三
戸
と
四

倍
以
上
に
増
え
た
［
立
川

2011

：123

―124

］。
そ
の
後
の
推
移
だ
が
、

平
成
三
一
（
二
〇
一
九
）
年
三
月
時
点
で
約
四
〇
〇
戸
で
あ
る
。
川
場
村

の
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
六
月
時
点
の
世
帯
数
一
一
三
〇
戸
に
対
し
、

半
数
に
近
い
世
帯
数
が
生
産
者
登
録
を
し
て
い
る
。
令
和
四
年
三
月
二
五

日
に
、
農
産
物
直
売
所
で
生
産
者
登
録
者
数
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
数

は
七
四
八
人
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
数
字
は
開
設
当
時
か
ら
の
通
し
番
号

で
、
途
中
で
退
会
し
た
人
も
含
ん
だ
全
体
数
で
あ
る
。

　

で
ん
プ
ラ
が
も
っ
と
も
混
雑
す
る
季
節
は
夏
で
、
七
月
と
八
月
で
あ
る
。

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
涼
を
求
め
て
多
く
の
客
が
や
っ
て
来
る
。
駐
車
し

て
い
る
車
は
高
崎
・
前
橋
な
ど
群
馬
県
内
の
ほ
か
、
東
京
や
神
奈
川
、
埼

2　

生
産
者
と
客
の
関
係

　

平
成
七
年
に
開
設
し
た
農
産
物
直
売
所
の
当
初
の
姿
は
、
売
り
場
面
積

も
狭
く
、
す
べ
て
平
置
き
の
木
製
棚
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
自
分
で
野
菜
や

果
物
な
ど
を
並
べ
た
。
当
時
は
生
産
者
も
農
家
の
女
性
ば
か
り
で
、
販
売

で
き
る
野
菜
の
品
種
や
個
数
も
限
ら
れ
て
い
た
。
翌
年
の
平
成
八
年
に
は

道
の
駅
登
録
を
契
機
に
、
次
つ
ぎ
と
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ミ
ー
ト
工
房
な
ど
が

開
業
し
、
来
場
者
の
評
判
も
よ
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
年
々
売
り
場

面
積
も
広
く
販
売
品
目
も
増
え
、
進
化
し
て
き
た
。
農
産
物
直
売
所
で
の

販
売
品
目
を
一
年
間
に
わ
た
っ
て
現
地
調
査
し
た
岡
田
登
は
、
約
四
〇
〇

品
目
の
野
菜
類
が
村
内
の
農
家
か
ら
納
品
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

年
々
、
川
場
村
内
で
作
ら
れ
る
野
菜
類
が
増
加
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
農

家
が
客
の
希
望
に
応
じ
た
品
目
を
作
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
農
産
物
直
売
所
の
売
り
上
げ
が
増
え
、
川
場
村
全
体
の
野

菜
栽
培
面
積
が
増
え
た
。
岡
田
は
、
農
産
物
直
売
所
の
特
性
を
「
輸
入
農

産
物
に
対
抗
す
る
た
め
の
地
産
地
消
活
動
の
一
つ
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る

［
岡
田

2016

：


38

］。

　

客
に
人
気
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
の
旬
の
果
物
を
納
品

す
る
と
、
顧
客
が
付
く
こ
と
も
あ
る
。
客
が
そ
の
生
産
者
の
名
前
を
憶
え

て
お
り
、
で
ん
プ
ラ
に
直
接
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
来
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
新
鮮
で
美
味
し
か
っ
た
野
菜
や
果
物
で
あ
れ
ば
、
客
が
覚
え
て
く

れ
る
の
で
あ
る
。
数
十
年
に
わ
た
っ
て
、
顧
客
と
の
つ
き
あ
い
を
継
続
し
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で
は
旬
の
果
物
が
人
気
で
、
箱
詰
め
さ
れ
た
二
キ
ロ
以
上
の
リ
ン
ゴ
・

柿
・
ブ
ド
ウ
の
ほ
か
、
川
場
ブ
ラ
ン
ド
米
の
雪
ほ
た
か
な
ど
重
量
の
あ
る

も
の
は
、
平
日
よ
り
も
家
族
連
れ
が
多
い
土
日
・
祝
日
に
売
れ
る
。

三　

生
活
の
変
化
と
農
産
物
直
売
所

1　

で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
と
出
荷
戦
略

　

こ
こ
で
は
、
農
産
物
直
売
所
の
開
設
当
初
か
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
野
菜

な
ど
を
出
荷
し
て
い
る
川
場
村
大
字
萩
室
の
小
林
維
子
さ
ん
（
一
九
四
四

年
生
ま
れ
）
へ
の
聞
き
書
資
料
を
中
心
に
述
べ
る
。
維
子
さ
ん
夫
妻
は
、

年
間
を
通
し
て
農
産
物
直
売
所
に
出
荷
し
て
い
る
。
田
畑
は
全
部
で
六
反

あ
る
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
家
か
ら
少
し
離
れ
た
傾
斜
地
の
一
二
畝
あ
る

畑
で
、
三
〇
〇
本
の
苗
木
を
育
て
る
。
令
和
二
年
か
ら
川
場
村
産
の
ブ
ラ

ン
ド
米
の
雪
ほ
た
か
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
台
所
に
面
し
た
家
庭
菜
園

に
ネ
ギ
・
菜
っ
葉
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
イ
ン
ゲ
ン
を
植
え
て

い
る
。
料
理
が
一
、
二
品
足
り
な
い
場
合
や
味
噌
汁
の
具
が
欲
し
い
と
き

に
、
調
理
中
で
も
す
ぐ
に
採
り
に
行
け
る
距
離
で
あ
る
。
屋
敷
周
り
の
畑

で
育
て
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
な
ど
は
農

産
物
直
売
所
に
出
荷
す
る
野
菜
類
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
自
家
消
費
の
延
長

線
上
に
あ
っ
た
野
菜
類
を
出
し
て
い
た
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
育
て
る
品

目
が
増
え
、
出
荷
量
も
増
加
し
た
。

玉
、
栃
木
、
福
島
、
静
岡
、
滋
賀
、
岐
阜
、
大
阪
な
ど
県
外
の
車
で
満
車

に
な
る
。
で
ん
プ
ラ
の
客
層
は
関
東
周
辺
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
東
北
地

方
の
一
部
や
中
部
地
方
、
さ
ら
に
は
近
畿
地
方
な
ど
、
遠
方
か
ら
も
訪
れ

て
い
る
。
紅
葉
の
見
ご
ろ
と
な
る
一
一
月
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
も
同
様
で
、

一
日
に
何
本
も
の
観
光
バ
ス
が
停
ま
る
。
川
場
村
と
縁
組
協
定
を
結
ん
だ

東
京
都
世
田
谷
区
の
観
光
バ
ス
を
筆
頭
に
、
関
東
周
辺
地
域
の
県
内
外
の

観
光
バ
ス
、
貸
し
切
り
バ
ス
が
で
ん
プ
ラ
に
や
っ
て
来
る
。
両
手
で
抱
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
野
菜
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
、
満
足
そ
う

に
持
つ
客
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
も
多
い
。
特
に
土
日
・
祝
祭
日
・
連
休

は
、
赤
子
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
老
若
男
女
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
三
世
代
の

家
族
連
れ
や
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
、
女
性
同
士
の
グ
ル
ー
プ
、
学
生
の
グ

ル
ー
プ
、
犬
や
猫
の
ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
夫
妻
な
ど
の
姿
が
目
立
つ
。
で
ん

プ
ラ
内
に
は
子
ど
も
も
楽
し
め
る
よ
う
な
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
プ
レ
イ
ゾ
ー

ン
、
ろ
く
ろ
体
験
教
室
、
み
み
ず
く
工
房
な
ど
の
体
験
施
設
も
あ
る
。
で

ん
プ
ラ
内
に
は
休
憩
で
き
る
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
・
人
工
芝
が
あ
り
、
そ
こ

で
焼
き
た
て
の
ピ
ザ
や
パ
ン
を
食
べ
ら
れ
る
。
平
日
は
若
者
よ
り
も
、
高

齢
女
性
の
グ
ル
ー
プ
や
高
齢
夫
婦
の
客
が
訪
れ
て
い
る
。
生
産
者
の
話
に

よ
る
と
、
天
候
に
よ
っ
て
売
れ
る
も
の
も
異
な
る
と
い
う
。
晴
れ
の
日
は

野
菜
も
盛
況
で
、
で
ん
プ
ラ
で
販
売
し
て
い
る
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
・
ア
イ

ス
・
パ
ン
・
ピ
ザ
等
の
売
れ
行
き
も
よ
い
。
だ
が
、
雨
の
日
は
農
作
物
を

出
荷
し
て
も
客
が
あ
ま
り
来
ず
、
少
量
し
か
売
れ
な
い
。
農
産
物
直
売
所



写真 7　でんプラメール（利根郡川場村大字萩室）

農を楽しむ高齢女性と農産物直売所（鈴木）

13

に
売
り
上
げ
た
商
品
と
数
量
、
合
計
金
額
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
（
写
真

7
）。

　

天
候
に
よ
っ
て
買
い
物
客
の
出
足
が
左
右
さ
れ
る
。
晴
天
の
日
は
す
ぐ

に
食
べ
ら
れ
る
野
菜
が
よ
く
売
れ
る
。
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
・
ほ
う
れ
ん

草
・
リ
ン
ゴ
な
ど
で
あ
る
。
雨
天
の
日
は
キ
ャ
ベ
ツ
・
白
菜
な
ど
、
漬
物

用
の
野
菜
が
よ
く
売
れ
る
。
ケ
ン
チ
ン
汁
の
具
材
の
人
参
・
大
根
・
里
芋

な
ど
、
じ
っ
く
り
調
理
す
る
野
菜
を
ま
と
め
て
買
う
客
も
い
る
。
雨
天
や

曇
り
の
日
は
、
調
理
に
手
間
の
か
か
る
野
菜
を
買
う
人
が
多
い
。
生
産
者

と
し
て
の
長
年
の
勘
で
、
午
前
一
一
時
、
午
後
一
時
に
届
く
で
ん
プ
ラ
メ

ー
ル
で
「
今
日
は
売
れ
る
な
」
と
か
「
今
日
は
（
売
れ
）
残
る
な
」
と
い

　

農
産
物
直
売
所
の
開
設
と
同
時
に
生
産
者
登
録
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
維

子
さ
ん
の
番
号
は
、
二
二
番
で
あ
る
。
開
設
当
時
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

栽
培
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
畑
で
つ
く
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
枝
豆
・
小

豆
・
大
豆
・
ミ
ョ
ウ
ガ
（
栽
培
）・
キ
ュ
ウ
リ
・
ネ
ギ
・
干
し
柿
な
ど
、

自
家
用
程
度
の
も
の
を
出
し
て
い
た
。
開
設
当
初
の
登
録
者
女
性
は
二
十

数
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
女
性
た
ち
の
中
に
は
、
家
の
主
人
の
名
前
で
登
録

を
し
た
人
も
い
た
が
、
実
際
に
野
菜
類
を
出
荷
し
て
い
る
の
は
女
性
で
あ

っ
た
。
農
産
物
直
売
所
が
開
設
し
た
平
成
七
年
当
時
は
、
女
性
個
人
で
通

帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
売
れ
行
き
が
好
調
に
な
る
に
つ
れ
、

で
ん
プ
ラ
で
売
り
上
げ
や
手
間
賃
を
記
帳
す
る
必
要
が
生
じ
、
で
ん
プ
ラ

専
用
の
個
人
口
座
を
作
っ
た
。

　

維
子
さ
ん
は
、
で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
の
受
信
時
間
を
午
前
一
一
時
、
午
後

一
時
、
午
後
三
時
、
午
後
四
時
に
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
生
産
者
登
録

時
の
ま
ま
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
ご
ろ
に
婦
人
会
の
役
員
を
務
め
、
初
め

て
個
人
の
携
帯
電
話
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
期
に
、
農
産
物
直
売

所
か
ら
で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
が
生
産
者
に
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、

愛
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
二
台
目
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
三
月
二
五
日

の
で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
に
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
り
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
小
林
維
子
様
の
売
上
情
報
（
日
計
）。
二
〇
二
二
年
三
月
二
四
日

の
売
上　

ふ
き
の
と
う
（
栽
培
）
五
点　

七
五
〇
円　

合
計

五
点

七
五

〇
円
」
と
あ
っ
た
。
一
日
の
最
終
に
届
く
で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
で
、
そ
の
日
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で
ん
プ
ラ
か
ら
届
く
売
り
上
げ
メ
ー
ル
で
、
売
れ
た
個
数
を
確
認
し
追
加

す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
す
る
。
夏
野
菜
の
ナ
ス
・
イ
ン
ゲ
ン
・
ミ
ニ
ト

マ
ト
は
客
に
人
気
で
、
昼
ご
ろ
の
で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
で
売
り
上
げ
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
追
加
す
る
の
が
日
課
で
あ
る
。
夏
は
忙
し
い
日
々
が
続
く
。

売
れ
た
農
産
物
の
情
報
も
確
認
し
つ
つ
、
少
し
で
も
売
れ
れ
ば
畑
か
ら
野

菜
を
採
っ
て
き
て
袋
詰
め
し
て
農
産
物
直
売
所
へ
直
行
す
る
。

　

夏
季
の
主
力
商
品
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
で
、
一
日
の
売
り
上
げ
の
半
分
以

上
を
占
め
る
。
午
前
中
に
す
べ
て
売
り
切
れ
て
し
ま
う
日
も
あ
る
。
出
荷

時
期
は
六
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
ま
で
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
た
く

さ
ん
取
れ
た
平
成
二
七
年
に
は
、
そ
の
収
入
で
同
年
八
月
に
「
子
ど
も
達

や
孫
の
思
い
出
に
」
と
、
三
世
代
家
族
で
北
陸
新
幹
線
に
乗
っ
て
石
川
県

金
沢
市
へ
家
族
旅
行
を
し
た
。
思
い
出
の
写
真
は
大
き
な
額
に
入
っ
て
大

黒
柱
に
掲
げ
ら
れ
る
。
維
子
さ
ん
は
「
私
の
一
生
の
宝
物
」
と
話
し
て
く

れ
た
。

2　

桑
畑
か
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
へ

　

小
林
維
子
さ
ん
の
家
は
築
約
一
〇
〇
年
で
あ
る
。
平
成
九
（
一
九
九

七
）
年
ま
で
養
蚕
業
を
営
ん
だ
。
主
屋
の
二
階
を
蚕
室
に
利
用
し
た
。
こ

こ
に
は
蚕
棚
、
繭
を
入
れ
た
シ
ョ
ウ
ギ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
養
蚕
道
具
が

残
さ
れ
る
。
い
ま
は
唐
辛
子
・
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
を

自
然
乾
燥
さ
せ
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
作
る
作
業
部
屋
と
し
て
使
用

う
こ
と
が
わ
か
る
。
午
前
一
一
時
点
で
、
商
品
が
一
点
も
売
れ
な
け
れ
ば

メ
ー
ル
が
来
な
い
。
逆
に
、
午
前
一
一
時
の
時
点
で
、
朝
に
出
し
た
商
品

の
三
分
の
一
く
ら
い
が
売
れ
て
い
る
と
の
メ
ー
ル
が
来
る
と
、
そ
の
日
は

客
の
出
足
も
よ
く
売
り
上
げ
が
期
待
で
き
る
。
午
後
一
二
時
か
ら
一
時
半

の
時
間
帯
が
「
そ
の
日
の
勝
負
」
で
、
こ
の
一
時
間
半
に
商
品
が
た
く
さ

ん
売
れ
る
と
満
足
の
い
く
結
果
に
な
る
。
午
後
三
時
に
届
く
で
ん
プ
ラ
メ

ー
ル
で
残
り
の
数
量
を
確
認
し
、
四
時
に
完
売
の
お
知
ら
せ
が
届
く
の
が

望
ま
し
い
と
い
う
。

　

こ
こ
で
、
農
産
物
直
売
所
へ
の
出
荷
方
法
を
見
て
い
き
た
い
。
ほ
と
ん

ど
の
生
産
者
は
、
一
日
に
出
荷
で
き
る
品
種
が
一
、
二
種
類
で
あ
っ
て
も
、

毎
日
で
ん
プ
ラ
に
農
産
物
を
出
し
て
い
る
。
維
子
さ
ん
も
少
量
で
も
毎
日

の
出
荷
を
心
掛
け
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
で
ん
プ
ラ
に
行
け
ば
村
内
の

友
だ
ち
や
生
産
者
同
士
の
知
り
合
い
な
ど
、
必
ず
顔
な
じ
み
の
人
に
会
え

る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
者
同
士
の
仲
間
と
お
喋
り
が
で
き
る
こ
と
で
「
一

日
が
元
気
よ
く
楽
し
く
始
ま
る
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
た
。
ジ
ャ
ガ

イ
モ
は
七
月
中
旬
の
沼
田
オ
ギ
ョ
ン
（
祇
園
祭
）
の
こ
ろ
に
、
土
中
を
探

っ
て
掘
り
起
こ
す
の
で
、
探
り
芋
と
呼
ぶ
。
一
袋
に
お
お
よ
そ
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
を
詰
め
る
。
農
産
物
直
売
所
で
一
日
に
出
せ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
五
袋
、

か
ぼ
ち
ゃ
は
五
個
ま
で
と
決
ま
っ
て
い
る
が
、
一
袋
で
も
売
れ
れ
ば
新
た

に
出
せ
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
日
持
ち
も
す
る
た
め
、
一
袋
だ
け
売
れ
た
日

は
「
ま
だ
出
さ
な
く
て
も
よ
い
な
」
と
思
い
、
追
加
で
出
す
こ
と
は
な
い
。
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農
協
）
の
退
職
間
近
に
、
宮
田
氏
か
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培
法
を
学
ん

だ
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
成
木
は
お
お
よ
そ
一
五
〇
セ
ン
チ
の
低
木
で
、
高

齢
者
や
女
性
が
非
常
に
栽
培
し
や
す
い
果
樹
で
あ
る
。
梯
子
や
踏
み
台
を

使
用
せ
ず
に
剪
定
で
き
る
。
て
い
ね
い
に
剪
定
を
す
れ
ば
消
毒
を
し
な
く

て
も
果
実
が
実
る
、
ま
さ
に
高
齢
者
に
優
し
い
果
樹
で
あ
る
。
本
格
的
に

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
を
開
始
し
た
の
は
、
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
五

月
か
ら
で
あ
っ
た
。
苗
木
一
本
の
育
成
に
つ
き
、
村
か
ら
補
助
金
が
下
り

た
（
写
真
8
）。

　

川
場
村
萩
室
の
諏
訪
神
社
の
側
に
、
ウ
エ
ノ
ヒ
ラ
（
上
平
）
と
呼
ぶ
小

高
い
丘
が
あ
る
。
こ
れ
が
維
子
さ
ん
が
守
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
で
あ
る
。

し
て
い
る
。
養
蚕
は
父
母
の
代
か
ら
春
蚕
（
は
る
ご
）、
初
秋
蚕
（
し
ょ
し

ゅ
う
さ
ん
）、
晩
秋
蚕
（
ば
ん
し
ゅ
う
さ
ん
）
の
年
三
回
飼
育
し
て
い
た
。

春
蚕
は
、
農
作
業
の
田
植
え
と
麦
畑
の
草
む
し
り
、
土
寄
せ
、
夏
野
菜
の

ナ
ス
・
イ
ン
ゲ
ン
・
キ
ュ
ウ
リ
の
植
え
付
け
と
重
な
っ
た
の
で
忙
し
か
っ

た
。
五
月
下
旬
が
掃
き
立
て
で
、
六
月
二
〇
日
～
二
三
日
が
上
じ
ょ
う

蔟ぞ
く

で
あ

っ
た
。
五
月
初
旬
は
天
候
が
変
わ
り
や
す
く
、
気
温
が
低
下
す
る
と
霜
が

お
り
た
。
植
物
が
生
育
し
た
後
の
降
霜
で
桑
葉
も
枯
れ
た
。
蚕
に
桑
葉
を

与
え
ら
れ
ず
、
大
き
な
被
害
が
出
た
。
初
秋
蚕
は
七
月
下
旬
が
掃
き
立
て

で
、
八
月
二
〇
日
ご
ろ
が
上
蔟
に
あ
た
る
。
真
夏
日
が
続
く
と
「
蚕
が
暑

す
ぎ
な
い
か
」
と
蚕
の
容
態
や
桑
葉
の
生
長
を
気
に
し
な
が
ら
、
ハ
ラ
ハ

ラ
と
過
ご
し
た
。
も
っ
と
も
飼
育
が
難
し
か
っ
た
の
は
、
晩
秋
蚕
で
あ
っ

た
。
晩
秋
蚕
は
八
月
二
五
日
ご
ろ
が
掃
き
立
て
で
、
九
月
二
〇
日
前
後
の

お
彼
岸
の
中
日
が
上
蔟
で
あ
っ
た
。
蚕
は
生
き
物
で
あ
る
た
め
、
維
子
さ

ん
は
常
に
赤
子
を
扱
う
よ
う
に
注
意
を
払
い
、
餌
の
桑
葉
が
足
り
る
か
ど

う
か
、
病
気
に
掛
か
ら
な
い
か
な
ど
を
心
配
し
「
い
つ
も
気
が
休
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
語
る
。
川
場
村
で
は
、
昭
和
五
十
年
代
中
ご
ろ
か
ら
、

養
蚕
を
や
め
て
リ
ン
ゴ
や
蒟
蒻
芋
へ
の
生
産
に
切
り
替
え
る
家
が
増
え
て

い
っ
た
。

　

平
成
九
年
以
降
、
養
蚕
に
見
切
り
を
つ
け
、
桑
畑
を
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑

に
転
換
さ
せ
た
。
こ
れ
に
は
川
場
村
中
野
の
篤
農
家
で
あ
る
宮
田
光
雄
氏

の
影
響
が
あ
っ
た
。
維
子
さ
ん
の
夫
の
欽
司
氏
は
農
業
協
同
組
合
（
通
称
、
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二
台
で
送
風
し
て
乾
か
し
、
一
晩
置
い
て
寝
か
せ
る
。
翌
日
、
寝
か
せ
た

実
を
選
別
機
の
篩
に
掛
け
る
。
小
玉
の
も
の
は
選
別
機
の
下
に
落
ち
、
大

玉
は
篩
の
上
に
残
る
。
夜
な
べ
仕
事
で
大
玉
、
小
玉
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
用

の
パ
ッ
ク
に
詰
め
る
。
午
前
七
時
半
ご
ろ
に
は
、
で
ん
プ
ラ
へ
持
っ
て
い

く
。

　

川
場
村
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
部
会
で
、
一
人
当
た
り
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

出
荷
数
が
決
ま
っ
て
い
る
。
一
日
の
陳
列
数
は
小
サ
イ
ズ
二
五
〇
グ
ラ
ム

が
一
〇
パ
ッ
ク
、
大
の
五
〇
〇
グ
ラ
ム
が
八
パ
ッ
ク
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

毎
朝
生
食
用
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
持
っ
て
い
く
。
冷
凍
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は
、
生
食
終
了
の
九
月
か
ら
三
月
の
彼
岸
ま
で
を
目
安
に
出
し
て
い
る
。

四
つ
の
冷
凍
庫
で
、
そ
れ
ぞ
れ
冷
凍
小
玉
・
大
玉
と
わ
け
て
冷
凍
保
存
し

て
い
る
。
維
子
さ
ん
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
食
べ
て
く
れ
る
人
が
「
元
気

が
出
る
よ
う
に
」
と
い
う
思
い
で
育
て
て
い
る
と
語
る
。

3　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
軽
量
野
菜
に
特
化

　

平
成
三
〇
年
の
一
年
間
に
維
子
さ
ん
が
出
荷
し
た
農
産
物
一
覧
を
示
す

（
表
2
）。
一
年
間
で
出
荷
し
た
農
産
物
は
四
一
種
類
で
、
計
五
一
四
六
個

を
売
り
上
げ
た
。
全
体
の
販
売
個
数
を
占
め
る
商
品
は
、
生
食
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
（
二
五
〇
グ
ラ
ム
）
で
、
一
〇
九
二
個
に
上
る
。
年
に
よ
っ
て
出

荷
量
も
異
な
る
が
、
毎
年
の
売
り
上
げ
個
数
は
五
〇
〇
か
ら
一
〇
〇
〇
前

後
を
売
り
上
げ
る
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
次
い
で
多
い
の
が
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

か
つ
て
は
、
桑
畑
が
広
が
っ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
日
当
た
り
の
よ
い
傾

斜
地
に
、
群
馬
県
推
奨
の
お
お
つ
ぶ
星
（
二
〇
〇
本
）、
あ
ま
つ
ぶ
星
（
一

〇
〇
本
）
の
苗
木
を
植
え
た
。
丘
の
下
か
ら
吹
き
上
が
る
風
と
日
光
を
た

く
さ
ん
浴
び
、
武
尊
山
の
雪
解
け
水
を
吸
収
し
て
育
て
ら
れ
た
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
果
樹
は
大
き
く
鮮
や
か
な
紫
色
に
な
る
。
植
栽
し
た
最
初
の
三
年

間
は
苗
木
の
育
成
に
力
を
入
れ
た
。
水
や
肥
料
を
や
り
、
て
い
ね
い
に
手

入
れ
を
す
る
と
白
や
ピ
ン
ク
の
花
が
咲
い
た
。
四
年
目
に
大
き
な
実
が
な

り
、
出
荷
を
視
野
に
入
れ
た
栽
培
を
続
け
る
こ
と
に
決
め
た
。
年
二
回
の

枝
木
の
剪
定
が
も
っ
と
も
注
意
を
払
う
作
業
で
あ
る
。
花
芽
や
果
樹
が
実

り
す
ぎ
る
と
、
栄
養
分
が
強
す
ぎ
て
生
長
が
衰
え
て
し
ま
う
。
雪
が
降
る

前
の
一
二
月
、
積
雪
の
な
い
二
月
前
後
に
行
う
枝
木
の
剪
定
は
、
果
樹
の

豊
作
に
つ
な
が
る
欠
か
せ
な
い
作
業
で
、
間
隔
を
空
け
な
が
ら
余
分
な
枝

木
を
切
る
。
家
庭
菜
園
に
も
二
〇
本
ほ
ど
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
植
え

て
い
る
。
あ
ま
つ
ぶ
星
は
、
日
持
ち
が
よ
く
果
樹
が
甘
い
た
め
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
ジ
ャ
ム
用
に
な
る
。

　

六
月
下
旬
か
ら
九
月
初
旬
ま
で
の
約
二
か
月
間
が
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

収
穫
時
期
で
あ
る
。
六
月
下
旬
か
ら
七
月
は
高
温
の
た
め
、
日
の
出
前
の

午
前
四
時
半
か
ら
収
穫
作
業
を
始
め
る
。
途
中
に
休
憩
を
入
れ
な
が
ら
、

午
前
一
〇
時
半
ま
で
果
実
を
摘
む
。
日
や
天
候
に
も
よ
る
が
、
昼
食
後
の

作
業
は
午
後
三
時
か
ら
六
時
ま
で
行
う
。
降
雨
で
も
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み

は
行
う
。
摘
ん
だ
実
を
作
業
場
に
運
び
、
新
聞
紙
の
上
に
広
げ
、
扇
風
機



表２　農産物直売所への出荷一覧

№
平成30年（2018）

商品名称 販売数（個）
1 ブルーベリー（250グラム） 1092
2 ミニトマト 703
3 ブルーベリー（500グラム） 377
4 ブルーベリー（ジャム用） 284
5 ブルーベリー（冷凍） 247
6 ミョウガ（栽培） 232
7 ネギ 220
8 干し柿 198
9 ナス 194
10 里芋 189
11 ふき（栽培） 133
12 サヤエンドウ 125
13 ジャガイモ（キタアカリ） 107
14 ネクタリン 86
15 柿（渋柿） 79
16 小豆 77
17 黒豆 77
18 梅（小梅） 65
19 ブルーベリー（業務用） 62
20 ふきのとう（栽培） 57
21 菜の花 50
22 生栗 50
23 梅（白加賀） 49
24 サツマイモ（紅東） 46
25 インゲン 44
26 トウモロコシ（ゆめのコーン） 39
27 ヤツガシラの茎 36
28 大根 35
29 二十日大根 29
30 カボチャ 25
31 トウモロコシ 21
32 大根葉 20
33 切花（ラベンダー） 19
34 シソ（赤しそ） 19
35 唐辛子（乾燥） 18
36 ふろう豆 17
37 ドライフラワー（ヒオウギアヤメ） 12
38 落花生（生） 5
39 シソ（青しそ） 4
40 やつがしら（イモ） 3
41 リンゴ（スリムレッド） 1

41 種類　合計 5146 個
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七
〇
三
個
・
ミ
ョ
ウ
ガ
（
栽
培
）
二
三
二
個
・
ネ
ギ
二
二
〇
個
・
ナ
ス
一

九
四
個
・
干
し
柿
一
九
八
個
な
ど
で
、
こ
れ
ら
も
年
間
を
通
し
二
〇
〇
～

四
〇
〇
以
上
を
出
荷
し
て
い
る
。
渋
柿
は
食
用
で
は
な
く
、
客
が
自
分
で

干
し
柿
を
干
す
も
の
で
、
お
お
よ
そ
毎
年
一
〇
月
二
〇
日
過
ぎ
に
出
す
。

店
頭
に
並
ぶ
と
人
気
が
あ
っ
て
す
ぐ
に
売
れ
切
れ
る
。
毎
年
、
野
菜
と
果

物
、
保
存
食
や
加
工
品
な
ど
、
平
均
し
て
年
間
に
計
四
二
種
類
を
出
荷
し
、

百
万
円
以
上
を
売
り
上
げ
る
。

　

維
子
さ
ん
の
事
例
か
ら
、
高
齢
女
性
と
農
産
物
直
売
所
へ
の
関
係
性
を

見
る
と
、
年
間
を
通
し
て
毎
年
約
四
〇
～
四
五
種
類
の
農
産
物
を
出
荷
し
、

毎
月
必
ず
二
か
ら
一
〇
品
種
を
出
し
て
い
る
。
平
成
三
〇
年
は
、
年
間
に

四
一
種
類
の
農
産
物
を
出
荷
し
、
合
計
五
一
四
六
個
も
売
り
上
げ
た
。
売

り
上
げ
全
体
の
個
数
か
ら
み
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
（
生
食
の
二
五
〇
・
五
〇

〇
グ
ラ
ム
、
冷
凍
、
ジ
ャ
ム
用
、
業
務
用
）
の
販
売
数
は
二
〇
六
二
個
で
、

全
体
の
約
四
〇
％
を
占
め
る
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
販
売
す
る
六
月
下
旬
か

ら
九
月
上
旬
ま
で
の
約
二
か
月
間
に
、
年
間
売
り
上
げ
の
約
四
割
の
収
入

を
得
る
。
村
内
の
農
家
で
は
、
主
に
高
齢
女
性
が
田
畑
や
家
庭
菜
園
で
農

産
物
を
育
て
き
た
が
、
で
ん
プ
ラ
の
開
設
と
同
時
期
に
、
新
た
に
導
入
さ

れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
に
着
手
す
る
高
齢
者
が
増
え
た
。
こ
れ
が
定
着

し
た
結
果
、
農
産
物
直
売
所
の
売
り
上
げ
全
体
を
支
え
る
よ
う
な
看
板
商

品
と
な
っ
た
。



表３　過去 5 年間に出荷したブルーベリー等の販売数

№ 商品名称

販売数　（個）

平成29年
（2017）

平成30年
（2018）

平成31年
／令和元年
（2019）

令和２年
（2020）

令和3年　
（2021）

5年間の
販売合計
（個）

1 ブルーベリー（250グラム） 803 1092 727 623 502 3747
2 ブルーベリー（500グラム） 488 377 312 281 199 1657
3 ブルーベリー（冷凍） 186 247 262 329 300 1324
4 ブルーベリー（ジャム用） 75 284 97 76 40 572
5 ブルーベリー（業務用） 32 62 17 26 86 223
6 ネギ 64 220 439 251 225 1199
7 ミョウガ（栽培） 251 232 158 219 214 1074
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お
お
よ
そ
半
分
の
五
〇
〇
で
あ
っ
た
。
五
年
間
の
販
売
合
計
数
は
、
三
七

四
七
個
を
誇
る
。
次
い
で
多
い
の
が
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
（
五
〇
〇
グ
ラ
ム
）

で
、
こ
れ
も
毎
年
三
〇
〇
個
前
後
を
売
り
上
げ
る
。
冷
凍
の
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
も
年
間
を
通
し
、
年
に
よ
っ
て
販
売
数
の
増
減
が
あ
る
が
三
〇
〇
個
以

上
を
販
売
す
る
。
ジ
ャ
ム
用
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
小
さ
な
粒
で
、
生
食
用

の
個
数
に
及
ば
な
い
が
出
荷
し
て
い
る
。

　

業
務
用
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
店
頭
に
並
ん
だ
商
品
が
余
っ
た
場
合
に

販
売
さ
れ
る
。
で
ん
プ
ラ
の
方
で
生
産
者
に
関
係
な
く
、
キ
ロ
単
位
を
七

〇
〇
円
で
引
き
取
り
、
店
頭
で
は
キ
ロ
単
位
の
値
段
で
販
売
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
生
産
者
が
袋
や
箱
を
用
意
す
る
こ
と
は
な

い
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
量
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
。
令
和
二
年
の
出

荷
数
は
、
過
去
と
比
較
し
少
な
い
が
、
そ
の
理
由
に
同
年
五
月
の
連
休
明

け
に
起
こ
っ
た
降
霜
の
影
響
が
あ
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
、

気
温
が
〇
度
以
下
に
な
っ
て
川
場
村
に
大
霜
が
降
り
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が

被
害
に
遭
っ
た
。
事
前
に
役
場
か
ら
無
線
で
「
霜
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
霜
注
意
報
の
放
送
が
流
れ
た
が
、
気
象
現
象
や
自
然
環
境
が
相
手

で
は
、
す
ぐ
に
そ
の
対
応
策
を
取
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
農
家
は
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
や
野
菜
類
を
見
守
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
川
場
村
は
標

高
が
高
く
複
雑
な
地
形
で
、
山
沿
い
の
北
部
に
あ
る
集
落
と
、
平
野
部
の

萩
室
で
は
霜
の
降
り
方
が
異
な
る
。
霜
の
被
害
は
山
沿
い
の
集
落
に
多
く

発
生
す
る
。

　

次
に
、
維
子
さ
ん
が
平
成

二
九
（
二
〇
一
七
）
年
か
ら

令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
ま

で
五
年
間
連
続
で
、
出
荷
し

た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
販
売
数

を
見
て
い
く
（
表
3
）。
も

っ
と
も
多
い
の
が
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
（
二
五
〇
グ
ラ
ム
・
五

〇
〇
グ
ラ
ム
、
冷
凍
）
で
、

年
間
の
売
り
上
げ
の
半
分
を

占
め
る
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

（
二
五
〇
グ
ラ
ム
）
は
、
例
年

五
〇
〇
個
以
上
を
出
荷
す
る
。

平
成
二
九
年
は
八
〇
三
個
、

平
成
三
〇
年
は
一
〇
九
二
個
、

平
成
三
一
年
・
令
和
元
年
は

七
二
七
個
、
令
和
二
年
が
六

二
三
個
、
令
和
三
年
は
五
〇

二
個
で
あ
っ
た
。
平
成
三
〇

年
の
出
荷
分
と
令
和
三
年
と

で
比
較
す
る
と
、
そ
の
数
は
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四　

お
ん
べ
を
担
ぐ
高
齢
女
性
の
夏
の
一日

1　

お
ん
べ
を
担
ぐ
農
事
暦

　

外
山
は
つ
子
さ
ん
（
一
九
三
六
年
生
ま
れ
）
の
語
り
か
ら
、
農
家
の
農

事
暦
と
高
齢
女
性
の
暮
ら
し
を
描
き
出
し
て
み
た
い
。
は
つ
子
さ
ん
は
、

川
場
村
大
字
萩
室
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
実
家
は
養
蚕
農
家
で
、
蚕
の
こ
と

を
オ
コ
サ
マ
と
呼
ん
で
い
た
。
嫁
ぎ
先
も
萩
室
で
、
会
社
勤
め
を
し
な
が

ら
の
兼
業
農
家
で
あ
っ
た
。
は
つ
子
さ
ん
は
多
趣
味
で
、
年
間
を
通
し
て

日
本
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
俳
句
、
唄
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
。
萩

室
の
諏
訪
神
社
に
伝
承
さ
れ
る
萩
室
獅
子
舞
の
牝
獅
子
を
八
年
間
務
め
た
。

地
域
の
人
た
ち
か
ら
は
、「
み
ん
な
の
目
標
に
な
る
人
」
と
言
わ
れ
、
嫁

や
息
子
か
ら
も
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
元
気
で
百
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
ね
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
と
い
う
。

　

毎
朝
の
日
課
は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
、
そ
の
日
の
六
曜
（
大
安
、
友
引
、

仏
滅
な
ど
）
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
六
曜
を
見
て
一
日
の
行
動
（
買

い
物
、
お
見
舞
い
な
ど
）、
農
作
業
（
種
蒔
き
や
苗
を
植
え
る
日
）
の
仕
事
内

容
を
決
め
る
。
そ
し
て
、
玄
関
の
壁
に
掲
げ
た
黒
板
（
月
別
予
定
表
）
を

見
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー
の
暦
と
黒
板
を
見
比
べ
な
が
ら
、
最
終
的
に
そ
の
日

の
行
動
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
毎
朝
、
仏
壇
に
緑
茶
を
供
え
、
手
を
合
わ

せ
て
、
朝
に
は
必
ず
朝
茶
を
飲
む
。
朝
茶
を
飲
む
と
「
災
難
を
避
け
る
」

　

こ
こ
で
、
ネ
ギ
と
ミ
ョ
ウ
ガ
（
栽
培
）
の
販
売
数
を
見
て
い
き
た
い
。

平
成
二
九
年
の
ネ
ギ
の
販
売
数
は
六
四
本
で
あ
っ
た
が
、
平
成
三
〇
年
以

降
は
二
〇
〇
本
以
上
に
上
る
。
維
子
さ
ん
は
二
〇
年
前
ま
で
は
、
重
量
野

菜
の
大
根
・
白
菜
を
た
く
さ
ん
出
荷
し
て
い
た
。
高
齢
に
な
っ
て
身
体
に

負
担
が
か
か
る
た
め
、
自
分
の
身
体
に
見
合
っ
た
野
菜
づ
く
り
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
い
ま
は
自
家
用
野
菜
と
し
て
大
根
・
白
菜
を
そ
れ
ぞ
れ
二

〇
個
ほ
ど
作
り
、
半
分
程
の
大
き
さ
に
切
っ
て
小
分
け
し
て
五
個
ず
つ
、

で
ん
プ
ラ
へ
持
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
男
爵
、
キ
タ
ア

カ
リ
）・
里
芋
・
サ
ツ
マ
イ
モ
（
紅
東
）
な
ど
も
年
々
納
品
量
が
減
っ
て

い
る
。
重
量
野
菜
の
収
穫
作
業
は
、
コ
ン
テ
ナ
へ
の
積
み
込
み
な
ど
高
齢

者
に
は
体
力
的
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
農
産
物
直
売
所
で
は
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
か
ら
、
自
分
で
コ
ン
テ
ナ
を
降
ろ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重

量
野
菜
の
収
穫
作
業
、
搭
載
、
運
搬
の
一
連
の
作
業
は
重
労
働
と
い
え
る
。

そ
の
た
め
最
近
は
、
重
量
野
菜
に
代
わ
っ
て
軽
量
野
菜
の
イ
ン
ゲ
ン
・
ミ

ョ
ウ
ガ
を
中
心
に
出
荷
し
て
い
る
。
ミ
ョ
ウ
ガ
（
栽
培
）
は
二
〇
〇
個
以

上
出
荷
し
て
い
る
。
軽
量
野
菜
の
ミ
ョ
ウ
ガ
は
、
近
年
に
作
る
数
も
増
え

た
と
い
う
。
持
ち
運
び
が
簡
単
に
で
き
る
軽
量
野
菜
を
多
め
に
作
る
よ
う

に
な
っ
た
結
果
、
身
体
と
心
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
た
。
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で
で
き
る
野
菜
を
作
っ
て
い
る
。

　

は
つ
子
さ
ん
は
、
八
十
八
夜
を
節
目
に
、
八
月
末
ま
で
毎
朝
午
前
四
時

に
起
床
し
畑
に
出
る
。
年
間
を
通
じ
て
、
家
の
田
畑
や
台
所
に
面
し
た
家

庭
菜
園
に
、
旬
の
野
菜
や
果
物
の
種
を
植
え
る
。
家
庭
菜
園
は
自
家
消
費

用
の
ほ
う
れ
ん
草
・
小
松
菜
・
白
菜
・
ネ
ギ
・
大
根
・
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
を

作
っ
て
い
る
。
農
家
に
と
っ
て
、
種
蒔
き
や
苗
を
植
え
る
日
は
、
収
穫
量

の
増
減
に
も
関
わ
る
た
め
、
も
っ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
。
親
か
ら
、
縁
起

の
よ
い
日
を
選
ぶ
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
育
っ
た
。
こ
れ
を
「
お
ん
べ
（
御

幣
）
を
担
ぐ
」
と
言
う
。
九
日
の
付
く
日
（
九
日
、
一
九
日
、
二
九
日
）
は
、

種
蒔
き
を
避
け
た
。
九
は
「
喰
え
な
い
」「
苦
し
む
」
に
通
じ
る
た
め
、

「
九
日
に
植
え
る
と
喰
え
な
い
」「（
野
菜
の
）
芽
が
出
な
い
」
と
親
か
ら

よ
く
言
わ
れ
て
き
た
。
縁
起
の
悪
い
九
日
は
必
ず
避
け
る
。
九
日
に
近
い

日
で
あ
れ
ば
七
、
八
、
一
〇
の
付
く
日
で
大
安
の
日
を
確
認
し
、
種
蒔
き

を
心
掛
け
て
い
る
。
他
の
用
事
と
重
な
り
、
ど
う
し
て
も
農
作
業
が
で
き

な
い
日
は
、
友
引
で
も
種
を
蒔
く
が
、
先
代
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
種
蒔

き
の
季
節
と
暦
、
つ
ま
り
伝
統
的
な
生
活
感
覚
は
、
大
切
な
民
俗
知
識
と

し
て
堅
く
守
っ
て
い
る
。

　

は
つ
子
さ
ん
は
、
そ
の
年
に
初
め
て
採
れ
た
野
菜
を
ハ
ツ
モ
ン
（
初

物
）
と
呼
び
、
必
ず
収
穫
で
き
た
日
に
仏
壇
と
屋
敷
稲
荷
に
供
え
る
。
先

祖
に
「
初
物
が
今
年
も
な
り
ま
し
た
」
と
報
告
す
る
た
め
で
あ
る
。
初
物

と
し
て
供
え
る
の
は
、
ナ
ス
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
の

と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
で
、
諺
に
も
「
朝
茶
は
そ
の
日
の
難
逃
れ
」
と
あ

る
が
、
そ
れ
と
同
じ
で
朝
茶
を
飲
む
習
慣
が
あ
る
。

　

川
場
村
で
霜
が
降
る
の
は
、
お
お
お
よ
そ
五
月
二
日
ま
で
で
あ
る
。
立

春
か
ら
数
え
て
八
八
日
目
を
「
八
十
八
夜
の
別
れ
霜
」
と
い
う
が
、
川
場

村
の
農
家
は
こ
の
日
を
境
に
、
農
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
忙
し
く
な

る
。
農
家
で
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
が
季
節
の
変
わ
り
目
で
「
春
が
や
っ

て
き
た
」
と
実
感
す
る
と
い
う
［
鈴
木

2019

：769

―770

］。
川
場
村
で

は
、
毎
年
五
月
初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
田
植
え
が
は
じ
ま
る
。
は
つ

子
さ
ん
の
家
で
は
、
四
月
下
旬
に
沼
田
市
の
農
協
で
苗
を
購
入
し
て
五
月

二
〇
日
ご
ろ
に
田
植
え
を
す
る
。
稲
刈
り
は
一
〇
月
初
旬
で
あ
る
。
も
っ

と
も
力
を
入
れ
て
育
て
て
い
る
の
は
蒟
蒻
芋
で
、
こ
れ
を
作
る
よ
う
に
な

っ
て
令
和
五
年
で
四
八
年
目
を
数
え
る
。
四
月
の
ま
だ
肌
寒
い
時
季
に
蒟

蒻
芋
の
苗
を
植
え
る
と
、
九
月
末
か
ら
一
〇
月
こ
ろ
の
霜
が
降
り
る
前
に

は
収
穫
が
終
わ
る
。
収
穫
ま
で
あ
る
程
度
の
時
間
を
伴
う
蒟
蒻
芋
は
、
他

の
野
菜
と
両
天
秤
を
掛
け
て
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
春
か
ら
初
秋
に
か

け
て
は
、
畑
で
露
地
野
菜
や
根
菜
類
を
育
て
て
い
る
。
ナ
ス
・
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
・
米
が
中
心
で
あ
る
。
ス
プ
レ
ー
菊
を
二
〇
年
、
ネ
ク
タ
リ
ン
・
ト

マ
ト
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
ナ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
一
五
年
ほ
ど
育
て
て
き
た
。

空
い
て
い
る
畑
が
あ
れ
ば
、
ほ
う
れ
ん
草
・
小
松
菜
の
種
を
植
え
る
。
こ

れ
ら
は
僅
か
三
か
月
で
収
穫
で
き
る
の
で
、
小
さ
な
畑
で
あ
っ
て
も
好
都

合
で
あ
る
。
空
い
て
い
る
畑
の
大
き
さ
を
考
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
範
囲
内
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袋
詰
め
な
ど
を
行
う
仕
事
場
の
拠
点
で
あ
る
。

2　

夏
の
あ
る
一
日
の
生
活

　

は
つ
子
さ
ん
が
六
〇
歳
ご
ろ
に
、
で
ん
プ
ラ
の
農
産
物
直
売
所
が
開
設

し
た
。
家
か
ら
で
ん
プ
ラ
が
近
か
っ
た
た
め
、
生
産
者
登
録
カ
ー
ド
の
番

号
も
一
三
番
と
早
か
っ
た
。
初
め
て
出
荷
し
た
の
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
男

爵
）
で
、
開
設
当
時
の
生
産
者
は
女
性
ば
か
り
で
あ
っ
た
（
写
真
9
）。

　

ほ
ぼ
毎
日
で
ん
プ
ラ
に
野
菜
類
を
出
荷
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
出
荷
す

る
の
は
市
場
に
出
せ
な
い
規
格
外
の
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
必
ず
二

品
種
を
出
す
。
一
種
類
だ
け
を
出
す
こ
と
は
無
く
、「
野
菜
は
い
ろ
い
ろ

作
ら
な
い
と
駄
目
」
と
語
る
。
で
ん
プ
ラ
に
初
め
て
農
産
物
を
出
荷
し
た

と
き
は
、
名
前
を
憶
え
て
も
ら
う
た
め
に
敢
え
て
価
格
を
安
く
設
定
し
、

そ
こ
か
ら
徐
々
に
客
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
最
近
の
で
ん
プ
ラ
の
納
品
の

傾
向
に
つ
い
て
「
で
ん
プ
ラ
へ
の
納
品
は
農
家
の
お
嫁
さ
ん
が
多
く
て
、

（
お
嫁
さ
ん
の
）
格
好
も
勤
め
に
行
く
よ
う
な
格
好
に
な
っ
て
い
る
。
姑

が
作
っ
た
も
の
を
、
で
ん
プ
ラ
に
持
っ
て
く
る
の
が
お
嫁
さ
ん
の
役
目
。

家
族
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
よ
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

既
に
顧
客
が
付
い
て
い
る
た
め
、
生
産
者
の
シ
ー
ル
に
親
の
名
前
を
継
続

し
て
使
用
し
て
い
る
家
が
多
い
。
農
家
に
と
っ
て
、
で
ん
プ
ラ
の
農
産
物

直
売
所
は
仕
事
場
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
は
、
午
前
一
一
時
、
午
後
一
時
、
午
後
四
時
、
午
後

四
種
類
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
供
え
る
。
初
物
と
し
て
供
え
る
の
は
特
別
な

も
の
で
、
代
々
家
で
作
り
続
け
、
一
家
を
支
え
る
よ
う
な
収
入
源
に
値
す

る
農
産
物
だ
け
で
あ
る
。
特
に
ナ
ス
は
現
金
収
入
に
な
る
野
菜
で
、
都
市

部
の
市
場
や
卸
売
市
場
へ
の
流
通
用
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
。
ナ
ス
の
専

用
の
納
屋
が
主
屋
の
隣
に
あ
る
が
、
こ
こ
に
農
作
業
用
の
鍬
・
鎌
・
ス
コ

ッ
プ
・
大
型
の
農
耕
機
具
・
出
荷
用
の
段
ボ
ー
ル
・
肥
料
・
屋
号
の
入
っ

た
野
菜
コ
ン
テ
ナ
な
ど
を
置
い
て
い
る
。
納
屋
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
の
が
、

天
井
付
近
に
飾
ら
れ
た
稲
わ
ら
の
ミ
ノ
（
蓑
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
は
つ

子
さ
ん
が
結
婚
を
し
た

昭
和
三
六
年
に
、
父
親

が
嫁
入
り
道
具
と
し
て

贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
は
農
機
具
の
機
械

化
が
進
展
し
、
雨
具
も

蓑
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
製
の

雨
合
羽
に
変
わ
る
時
期

で
、「
蓑
は
一
度
も
着

た
こ
と
が
な
い
」
と
話

す
。
こ
の
納
屋
は
農
作

業
の
準
備
、
で
ん
プ
ラ

に
出
荷
す
る
農
産
物
の
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農
閑
期
の
一
一
月
下
旬
か
ら
三
月
ま
で
は
、
主
に
花
豆
や
小
豆
類
の
保

存
食
を
毎
月
三
種
類
ほ
ど
出
し
た
。
夏
は
農
作
業
の
も
っ
と
も
忙
し
い
季

節
で
、
冬
の
倍
以
上
の
農
産
物
を
出
す
。
主
力
商
品
は
、
七
月
初
旬
に
収

穫
が
始
ま
る
ナ
ス
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
で
、
毎
朝
午
前
四
時
に
起
き
る
。
家

か
ら
ナ
ス
畑
ま
で
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
移
動
す
る
。
ナ
ス
の
種
蒔
き
の
目
安

は
三
月
彼
岸
で
、
お
お
よ
そ
三
月
二
四
日
前
後
に
蒔
く
。
発
芽
は
五
月
末

で
、
葉
が
出
た
ら
ポ
ッ
ト
に
移
す
。
六
月
一
日
以
降
に
苗
床
を
定
植
す
る

と
、
七
夕
の
こ
ろ
に
初
物
が
出
る
。
本
格
的
な
出
荷
が
始
ま
る
の
は
七
月

一
〇
日
ご
ろ
で
、
一
〇
月
末
ま
で
の
約
三
か
月
間
は
毎
日
の
よ
う
に
ナ
ス

を
出
荷
す
る
。

　

畑
か
ら
帰
っ
て
く
る
の
は
午
前
七
時
一
五
分
か
ら
三
〇
分
の
間
で
あ
る
。

畑
か
ら
戻
っ
て
来
る
と
朝
食
の
支
度
を
す
る
。
前
日
に
炊
飯
器
の
タ
イ
マ

ー
を
セ
ッ
ト
し
て
お
く
。
朝
食
の
お
か
ず
は
、
卵
焼
き
と
焼
き
魚
が
定
番

で
あ
る
。
朝
食
の
準
備
の
合
間
に
、
台
所
に
面
し
た
家
庭
菜
園
か
ら
大
根

や
白
菜
な
ど
、
旬
の
野
菜
と
薬
味
の
ネ
ギ
を
採
っ
て
く
る
。
軽
く
水
洗
い

を
し
て
ま
な
板
の
上
で
刻
む
。
こ
れ
が
味
噌
汁
の
具
に
な
る
。
野
菜
類
は

店
で
買
う
こ
と
は
無
く
、
す
べ
て
自
分
の
家
で
採
れ
た
野
菜
が
食
卓
に
並

ぶ
。
朝
食
が
で
き
る
こ
ろ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
ド
ラ
マ
小
説
（
通
称
朝
ド

ラ
）
が
は
じ
ま
る
。
朝
ド
ラ
を
観
な
が
ら
の
朝
食
を
終
え
る
と
、
納
屋
に

移
動
し
て
朝
採
り
し
た
ナ
ス
の
袋
詰
め
を
す
る
。
こ
れ
は
農
産
物
直
売
所

に
出
荷
す
る
。
は
つ
子
さ
ん
は
、
こ
の
袋
詰
め
の
作
業
を
「
ナ
ス
を
つ
く

六
時
に
届
く
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。
夏
に
お
話
を
伺
っ
た
際
、
ピ
ピ
っ

と
携
帯
電
話
が
鳴
っ
た
。
す
る
と
、
は
つ
子
さ
ん
は
片
手
で
携
帯
電
話
を

器
用
に
操
作
し
な
が
ら
メ
ー
ル
を
見
て
、「
今
朝
採
っ
た
ナ
ス
が
も
う
売

り
切
れ
だ
っ
て
。
お
昼
に
畑
で
採
っ
て
、
で
ん
プ
ラ
に
持
っ
て
行
か
な
き

ゃ
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
、「
で
ん
プ
ラ
へ
は
ヨ
ソ
イ
キ
を
着
て
い
く

の
よ
」
と
、
農
作
業
時
の
ノ
ラ
ギ
（
野
良
着
）
か
ら
外
出
着
に
着
替
え
た

姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。
主
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
中
心
に
、
年
間
に
わ
た
っ

て
多
く
の
農
産
物
と
加
工
品
を
出
す
。
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
ご
ろ

か
ら
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
育
て
、
主
屋
の
裏
の
畑
に
一
〇
〇
〇
本
の
あ
ま

つ
ぶ
星
の
苗
木
を
植
え
た
。
小
さ
な
苗
木
が
徐
々
に
育
ち
、
三
年
後
に
は

小
さ
な
実
が
な
っ
た
。
木
の
剪
定
は
、
ご
主
人
の
定
雄
氏
の
役
目
で
あ
る
。

大
ま
か
な
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
作
業
暦
は
、
一
二
月
の
暮
れ
か
ら
三
月
ま
で

枝
木
の
剪
定
を
し
、
四
月
以
降
に
枝
木
周
り
の
草
刈
り
や
害
虫
駆
除
を
す

る
。
六
月
ご
ろ
に
な
る
と
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
実
が
な
る
。
七
月
七
日
の

七
夕
こ
ろ
に
収
穫
が
は
じ
ま
り
、
一
か
月
間
ほ
ど
毎
日
実
を
摘
む
。
夏
は
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
ナ
ス
の
収
穫
作
業
が
重
な
る
。
夏
は
一
年
で
も
っ
と
も

忙
し
い
季
節
で
、
農
作
業
は
一
家
総
出
で
行
う
。
農
作
業
で
欠
か
せ
な
い

の
は
日
差
し
除
け
、
虫
刺
さ
れ
や
外
傷
を
避
け
る
手
甲
と
帽
子
で
あ
る
。

手
甲
は
古
く
な
っ
た
綺
麗
な
柄
の
ブ
ラ
ウ
ス
の
袖
を
使
い
、
手
首
の
部
分

に
ゴ
ム
を
入
れ
て
電
動
ミ
シ
ン
で
縫
い
付
け
る
。
手
甲
は
農
閑
期
に
作
っ

て
い
る
。
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の
日
に
ど
れ
く
ら
い
の
野
菜
・
果
物
が
売
れ
る
の
か
を
予
測
し
、
出
荷
の

有
無
や
そ
の
量
、
個
数
を
決
め
て
い
く
。
こ
れ
ら
を
決
定
す
る
の
も
、
生

産
者
と
し
て
長
年
培
っ
て
き
た
経
験
が
も
の
を
言
う
の
で
慎
重
に
決
め
る
。

　

は
つ
子
さ
ん
が
農
産
物
直
売
所
へ
の
出
荷
を
始
め
た
当
初
は
、
携
帯
電

話
が
ま
だ
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
店
頭
の
野
菜
や
果
物
が
少
な
く
な
る

と
、
で
ん
プ
ラ
か
ら
家
の
固
定
電
話
に
連
絡
が
き
た
。
当
時
、
固
定
電
話

は
農
産
物
直
売
所
と
生
産
者
と
を
結
ぶ
唯
一
の
通
信
手
段
で
あ
っ
た
。
携

帯
電
話
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
家
族
間
と
の
連
絡
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

で
ん
プ
ラ
と
確
実
な
連
絡
を
取
る
た
め
で
あ
っ
た
。
い
ま
は
携
帯
電
話
で

離
れ
て
暮
ら
す
若
夫
婦
や
娘
と
話
す
の
が
日
課
で
あ
る
。

　

朝
に
出
荷
し
た
農
産
物
が
品
切
れ
か
否
か
を
で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
で
確
認

す
る
の
は
、
は
つ
子
さ
ん
に
と
っ
て
心
躍
る
瞬
間
で
も
あ
る
。
と
き
に
は
、

畑
作
業
の
最
中
に
見
る
こ
と
も
あ
る
。
夏
で
あ
れ
ば
、
午
後
四
時
に
届
く

で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
を
見
て
、
商
品
の
数
が
減
っ
て
い
れ
ば
、
畑
で
キ
ュ
ウ

リ
や
ナ
ス
を
採
っ
て
、
そ
の
ま
ま
袋
詰
め
し
て
農
産
物
直
売
所
へ
直
行
す

る
。
夏
は
夕
方
も
明
る
い
た
め
、
閉
店
間
際
の
時
間
帯
で
も
そ
れ
な
り
に

客
が
来
る
。
こ
の
メ
ー
ル
に
は
、
売
れ
残
っ
た
野
菜
の
こ
と
も
書
か
れ
て

い
る
。
秋
と
冬
の
場
合
は
午
後
五
時
ま
で
に
商
品
を
取
り
に
行
き
、
家
に

持
ち
帰
る
。
大
根
や
ほ
う
れ
ん
草
は
、
知
人
へ
の
贈
答
や
自
家
消
費
に
な

る
が
、
日
持
ち
の
す
る
里
芋
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
は
、
持
ち
帰
ら
ず
に
そ

の
ま
ま
販
売
を
続
け
る
。
午
後
六
時
に
届
く
最
終
の
で
ん
プ
ラ
メ
ー
ル
で
、

り
に
行
く
」
と
表
現
す
る
。

　

こ
こ
で
、
農
産
物
直
売
所
の
出
荷
方
法
を
見
て
い
き
た
い
。
夏
に
な
る

と
た
く
さ
ん
の
生
産
者
が
、
午
前
七
時
前
か
ら
農
産
物
直
売
所
の
搬
入
口

が
開
く
の
を
待
っ
て
い
る
。
は
つ
子
さ
ん
は
「
朝
は
、
人
（
生
産
者
）
が

た
く
さ
ん
い
て
混
ん
で
い
る
。
時
間
を
ず
ら
し
て
で
ん
プ
ラ
に
持
っ
て
い

く
」
と
話
し
、
大
体
午
前
一
〇
時
か
ら
三
〇
分
の
間
に
持
っ
て
い
く
。
農

産
物
直
売
所
の
出
荷
へ
の
面
白
さ
を
「
育
て
た
野
菜
の
値
段
を
自
分
で
決

め
ら
れ
る
こ
と
」
と
言
う
。
ナ
ス
を
例
に
見
る
と
、
東
京
の
市
場
や
農
業

協
同
組
合
に
出
荷
で
き
る
の
は
規
格
が
あ
り
、
値
段
も
一
律
で
決
ま
っ
て

い
る
。
ナ
ス
の
出
荷
時
期
は
台
風
の
発
生
時
期
と
重
な
り
、
風
雨
が
強
ま

れ
ば
ナ
ス
の
つ
ら
面
が
赤
く
な
っ
て
し
ま
い
、
規
格
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
。

だ
が
、
農
産
物
直
売
所
で
あ
れ
ば
傷
物
、
大
小
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
組
み
合

わ
せ
を
自
分
で
考
え
て
販
売
で
き
る
。
一
袋
に
お
お
よ
そ
六
～
八
個
ぐ
ら

い
を
詰
め
て
一
三
〇
円
、
一
五
〇
円
と
値
段
が
付
け
ら
れ
る
。
値
段
は
一

〇
円
、
二
〇
円
ほ
ど
の
差
を
出
し
て
付
け
て
い
く
。
値
段
に
あ
ま
り
差
を

付
け
て
も
客
は
手
に
取
っ
て
く
れ
な
い
。
傷
物
や
数
量
を
考
慮
し
、
そ
れ

に
見
合
っ
た
価
格
を
設
定
す
る
。
夏
と
秋
の
紅
葉
の
時
季
に
よ
っ
て
は
、

客
が
一
気
に
訪
れ
る
可
能
性
も
高
い
た
め
少
し
余
分
に
農
産
物
を
出
し
て

お
く
。
観
光
バ
ス
の
団
体
が
来
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
商
品
が
売
り
切

れ
、
出
荷
し
て
も
数
が
足
り
な
く
な
る
。
季
節
も
重
要
で
あ
る
が
、
一
日

の
売
り
上
げ
に
響
く
の
は
天
気
で
あ
る
。
そ
の
日
の
天
候
を
考
慮
し
、
そ
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来
な
い
し
、
農
産
物
が
売
れ
な
い
。
今
ま
で
と
全
然
違
う
」
と
話
し
て
く

れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
考
慮
し
、
夏
季
の
祝
日
と
土
日
に
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
五
～
六
個
出
し
た
が
売
れ
な
か
っ
た
。
表
4
は
、
維
子
さ
ん
が
コ

ロ
ナ
禍
前
後
に
農
産
物
直
売
所
へ
出
し
た
過
去
三
年
間
の
農
産
物
一
覧
で

あ
る
。
農
産
物
・
加
工
品
・
果
物
な
ど
の
出
荷
総
数
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
の

平
成
三
一
年
・
令
和
元
年
は
六
〇
種
類
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
令
和
二
年
は

七
七
種
類
で
、
翌
年
の
令
和
三
年
は
七
〇
種
類
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
量
だ

け
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
の
出
荷
品
目
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
ほ
う
が

増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
社
会
的
影
響
は
、
農
作
物
に

は
直
接
影
響
が
な
い
こ
と
を
物
語
る
。
毎
月
必
ず
農
産
物
直
売
所
に
商
品

を
出
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
目
に
見
え
る
変
化
と
い
え
ば
、
冷
凍
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
販
売
個
数
が
増
え
た
こ
と
で
あ
る
。
生
食
の
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
は
保
存
が
効
か
な
い
た
め
、
保
存
の
効
く
冷
凍
が
客
に
喜
ば
れ
た
。
冷

凍
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
出
荷
に
焦
点
を
絞
っ
て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
平

成
三
一
年
・
令
和
元
年
の
販
売
時
期
は
、
九
月
で
一
か
月
間
だ
け
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
二
年
は
一
月
か
ら
三
月
、
九
月
か
ら
一
二
月
ま
で

計
七
か
月
間
の
出
荷
で
あ
っ
た
。
翌
年
の
令
和
三
年
は
一
月
か
ら
三
月
、

八
月
か
ら
一
二
月
ま
で
計
八
か
月
間
の
販
売
期
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ

は
、
保
存
食
の
干
し
柿
・
小
豆
・
梅
（
白
加
賀
）
な
ど
の
出
荷
量
も
増
え
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
販
売
期
間
も
長
か
っ
た
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
関
し
て

は
、
毎
年
の
初
出
荷
日
を
ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
い
る
。

そ
の
日
の
売
り
上
げ
合
計
金
額
と
売
れ
た
商
品
名
と
個
数
、
売
れ
残
っ
た

商
品
の
残
数
が
わ
か
る
。
こ
の
メ
ー
ル
内
容
を
自
分
で
作
っ
た
で
ん
プ
ラ

専
用
の
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
、
出
荷
し
た
農
産
物
の
品
種
と
数
量
、
一
日

に
売
り
上
げ
た
合
計
金
額
を
記
録
す
る
。
こ
の
ノ
ー
ト
へ
の
記
入
が
済
む

と
、
一
日
の
仕
事
が
す
べ
て
終
わ
る
。
そ
し
て
夕
食
を
食
べ
、
午
後
九
時

ご
ろ
に
就
寝
す
る
。
こ
れ
が
一
年
の
内
で
も
っ
と
も
忙
し
い
夏
の
生
活
で

あ
る
。

五　

農
産
物
直
売
所
を
め
ぐ
る
高
齢
女
性
の
一年

1　

コ
ロ
ナ
禍
に
み
る
出
荷
品
の
変
化

　

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
一
月
下
旬
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
拡
大
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
移
動
の
自
粛
生
活
が
続
い
た
影
響
で

農
産
物
が
売
れ
な
く
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
赤
い
印
（
土

日
・
祝
祭
日
）、
連
休
や
夏
休
み
の
時
期
に
観
光
客
が
来
な
い
状
況
は
、

生
産
者
で
あ
る
高
齢
女
性
に
と
っ
て
初
め
て
の
体
験
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
農
産
物
直
売
所
が
休
業
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
生
産
者
は
ど
の

よ
う
な
気
持
ち
で
農
産
物
を
作
り
、
出
荷
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で

は
、
小
林
維
子
さ
ん
の
語
り
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
農
産
物
直
売
所
の
変
化

を
見
て
い
き
た
い
。

　

維
子
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
今
年
（
二
〇
二
〇
年
）
は
観
光
客
も



表４　コロナ禍前後に出荷した農産物

月 平成31年／令和元年（2019） 令和2年（2020） 令和３年（2021）

1月 黒豆、干し柿
冷凍ブルーベリー、干し柿、小豆、ド
ライフラワー（ヒオウギアヤメ）、唐辛
子（乾燥）

冷凍ブルーベリー、干し柿、小豆

2月 唐辛子（乾燥）、干し柿
干し柿、冷凍ブルーベリー、ふきのと
う（栽培）、小豆、ドライフラワー（ヒオ
ウギアヤメ）、白菜、黒豆

唐辛子（乾燥）、干し柿、冷凍ブル
ーベリー、小豆

3月 ネギ、ふきのとう（栽培）
ネギ、ふきのとう（栽培）、冷凍ブル
ーベリー（冷凍終了：3月21日）、か
き菜

ネギ、ふきのとう（栽培）、冷凍ブル
ーベリー（冷凍終了：3月３日）、黒豆、
ドライフラワー（ヒオウギアヤメ）

4月
ネギ、かき菜、菜の花、ウド（野
生）、山椒（栽培）

ネギ、かき菜、ふきのとう（栽培）
ネギ、ふきのとう（栽培）、山フキ（栽
培）、山ウド（栽培）、行者ニンニク

5月 サヤエンドウ、かき菜、便利菜
サヤエンドウ、ふき（栽培）、山椒（栽
培）、ネギ、ウド（野生）

サヤエンドウ、ふき（栽培）、山フキ（栽
培）、山椒（栽培）

6月
ブルーベリー（250グラム・500グラ
ム、初出荷：6月28日）、梅（白加
賀）、梅（小梅）、ふき（栽培）茎

ブルーベリー（250グラム・500グラム、
初出荷：6月28日）、梅（小梅）、梅

（白加賀）、サヤエンドウ、切花（ラベ
ンダー）、シソ（赤しそ）

ブルーベリー（250グラム・500グラム、
初出荷：6月30日）、梅（小梅）、梅

（白加賀）、サヤエンドウ、ふき（栽培）

7月

ブルーベリー（250グラム・500グラ
ム）、インゲン、ナス、切花（ラベン
ダー）、ヤツガシラの茎、ミョウガ

（栽培）

ブルーベリー（250グラム・500グラム）、
ジャム用ブルーベリー（ジャム用出荷：
7月13日）、業務用ブルーベリー（業
務用出荷：7月9日）、ミニトマト（初出
荷：7月12日）、ミニトマト（アイコ）、ミョ
ウガ（栽培）、ナス、インゲン、ニンジン

ブルーベリー（250グラム・500グラム）、
ジャム用ブルーベリー（ジャム用出
荷：7月24日）、業務用ブルーベリー

（業務用出荷：7月23日）、ミニトマト、
ミョウガ（栽培）、ナス、インゲン、梅（白
加賀）、シソ（赤しそ）、ゴーヤ

8月

ブルーベリー（250グラム・500グラ
ム）、ジャム用ブルーベリー（ジャ
ム用出荷：8月20日過ぎ）、業務
用ブルーベリー（業務用出荷：8
月末まで）、ミニトマト、ミョウガ（栽
培）、ナス、トウモロコシ、インゲン

ブルーベリー（250グラム・500グラム）、
ジャム用ブルーベリー、業務用ブル
ーベリー（業務用終了：8月15日）、
ミニトマト、ミニトマト（アイコ）、ミョウガ

（栽培）、ナス、トウモロコシ

ブルーベリー（250グラム・500グラム）、
ジャム用ブルーベリー、業務用ブル
ーベリー（業務用終了：8月15日）、
冷凍ブルーベリー（冷凍用出荷：8
月20日）、ミニトマト、ミョウガ（栽培）、
ナス、トウモロコシ、インゲン、ジャガ
イモ（キタアカリ）、ジャガイモ、オクラ

9月

ブルーベリー（250グラム・500グラ
ム、生食終了：９月１０日位）、冷凍
のブルーベリー（冷凍用出荷：９
月１日）、ミニトマト、ナス、ジャガイモ

（男爵）、ジャガイモ（キタアカリ）、イ
ンゲン、生栗、ネクタリン、大根葉

ブルーベリー（250グラム・500グラム、
生食終了：９月5日）、冷凍ブルーベ
リー（冷凍用出荷：9月1日）、ミニトマ
ト、ミニトマト（アイコ）、ナス、ジャガイ
モ（キタアカリ）、生栗、やつがしら（イ
モ）、ネクタリン、ミョウガ（栽培）

ブルーベリー（250グラム・500グラム、
生食終了：９月３日）、冷凍ブルーベ
リー、ジャム用ブルーベリー（ジャム
用終了：9月3日）、ミニトマト、ナス、
ジャガイモ（キタアカリ）、ネクタリン、
インゲン、ソウメンウリ、ミョウガ（栽培）

10月
柿（渋柿）、ナス、里芋、ミニトマト、
サツマイモ（紅東）

冷凍ブルーベリー、柿（渋柿）、ナス、
里芋、ミニトマト、ミニトマト（アイコ）、サ
ツマイモ（紅東）、ヤツガシラの茎、ソウ
メンウリ、大根葉、唐辛子（青唐辛子）

冷凍ブルーベリー、柿（渋柿）、里芋、
ナス、サツマイモ（紅東）、カボチャ、
大根葉

11月

里芋、大根、食用ほおずき、キウ
イフルーツ、柿（渋柿）、小豆、黒
豆、ニンジン、やつがしら（イモ）、
ふろう豆

冷凍ブルーベリー、里芋、大根、食
用ほおずき、カボチャ

冷凍ブルーベリー、柿（渋柿）、里芋、
大根、ニンジン

12月 黒豆、小豆
冷凍ブルーベリー、大根、小豆、ふ
ろう豆　

冷凍ブルーベリー、小豆

年間合計 60種類の農産物を出荷 77種類の農産物を出荷 7０種類の農産物を出荷

表 4 は、コロナ禍前後にあたる 2019 年から 2021 年の 3 年間を対象に、各月別に維子さんが農産物
直売所に出荷した農産物の一覧である。夏季の 6 月から 9 月までは、毎月 5 種類以上の野菜、果物
などを出荷している。とくに主力なのは生食ブルーベリーで、250 グラム・500 グラム単位の 2 種類
がある。毎年初出荷が 6 月下旬で 9 月上旬までの約 3 か月間、販売を続ける。
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畑
の
種
蒔
き
を
す
る
。
そ
の
目
安
と
な
る
の
は
、
川
場
村
萩
室
の
諏
訪
神

社
に
あ
る
大
き
な
桜
木
の
開
花
で
あ
る
。
種
蒔
き
の
日
は
、
毎
日
カ
レ
ン

ダ
ー
を
見
て
大
安
の
日
を
選
ぶ
が
、
最
近
は
天
候
を
優
先
し
て
い
る
。
晴

れ
て
い
れ
ば
、
仏
滅
の
日
で
あ
っ
て
も
少
し
だ
け
種
蒔
き
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
年
中
か
け
て
収
穫
で
き
る
ネ
ギ
・
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
野
菜

類
は
、
必
ず
大
安
の
日
に
種
蒔
き
を
す
る
。
リ
ン
ゴ
農
家
も
大
安
の
日
に

枝
木
の
剪
定
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

萩
室
の
諏
訪
神
社
に
あ
る
桜
の
開
花
は
、
毎
年
四
月
二
〇
日
く
ら
い
で
、

種
蒔
き
後
の
同
月
二
三
、
二
四
日
ご
ろ
が
見
頃
と
な
る
。
毎
年
桜
が
満
開

に
な
る
と
、
萩
室
の
高
齢
女
性
ら
が
桜
を
見
上
げ
な
が
ら
口
々
に
「
そ
ろ

そ
ろ
だ
ね
」「
花
が
咲
き
始
め
た
」
と
言
い
、
七
十
～
八
十
代
の
八
名
ほ

ど
で
花
見
を
す
る
。
桜
の
下
に
ビ
ニ
ー
ル
の
敷
物
を
敷
き
、
テ
ー
ブ
ル
の

代
わ
り
に
蒟
蒻
芋
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
を
六
個
用
意
し
、
そ
の
上
に
布
を
敷

い
て
簡
易
テ
ー
ブ
ル
と
す
る
。
地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ビ
ー
ル
、

お
寿
司
、
団
子
を
買
っ
て
来
て
、
皆
で
談
笑
し
な
が
ら
食
べ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
花
見
も
中
止
と
な
っ
た
が
、
萩
室
の
女
性
に
と
っ
て
山
里
に
春
が
訪

れ
た
こ
と
を
告
げ
る
恒
例
行
事
で
あ
る
。

　

五
月
に
は
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
・
山
椒
（
栽
培
）
な
ど
を
出
荷
す
る
。
六
月

に
な
る
と
、
生
食
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
出
荷
（
二
五
〇
グ
ラ
ム
・
五
〇
〇
グ

ラ
ム
）
が
始
ま
る
。
生
食
の
初
出
荷
は
六
月
二
八
日
ご
ろ
で
、
終
了
は
九

月
上
旬
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
三
か
月
の
間
に
出
荷
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は

　

維
子
さ
ん
に
と
っ
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
で
ん
プ
ラ
の
主
力
商
品
で
あ
る
。

毎
年
の
初
出
荷
日
の
記
録
が
翌
年
の
初
出
荷
日
の
目
安
と
な
る
。
生
食
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
初
出
荷
を
例
に
見
る
と
、
平
成
三
一
年
・
令
和
元
年
は
六

月
二
八
日
で
、
販
売
終
了
は
九
月
一
〇
日
で
あ
っ
た
。
同
様
に
令
和
二
年

は
六
月
二
八
日
で
、
販
売
終
了
は
九
月
五
日
で
あ
っ
た
。
続
い
て
令
和
三

年
の
初
出
荷
は
六
月
三
〇
日
で
、
販
売
終
了
が
九
月
三
日
で
あ
っ
た
。
過

去
三
年
間
に
お
い
て
、
生
食
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
初
出
荷
は
六
月
下
旬
で
販

売
終
了
は
九
月
上
旬
で
、
毎
年
ほ
ぼ
同
じ
時
期
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
生
食

の
初
出
荷
の
後
に
、
ジ
ャ
ム
用
と
業
務
用
、
冷
凍
用
の
も
の
が
出
荷
さ
れ

る
。

2　

農
産
物
の
生
産
・
出
荷
と
季
節
の
リ
ズ
ム

　

平
成
三
一
年
・
令
和
元
年
か
ら
、
令
和
三
年
ま
で
の
過
去
三
年
間
の
一

月
か
ら
一
二
月
に
わ
た
っ
て
農
産
物
の
出
荷
状
況
を
見
て
い
く
。
こ
こ
で

は
、
主
に
三
年
間
連
続
で
月
別
に
出
荷
し
た
も
の
を
挙
げ
て
い
く
。
農
閑

期
の
一
一
月
下
旬
、
一
二
月
、
一
月
、
二
月
、
三
月
は
観
光
客
も
少
な
い

た
め
、
お
お
よ
そ
二
～
五
品
目
を
出
す
。
一
月
と
二
月
は
干
し
柿
で
、
三

月
は
ネ
ギ
・
ふ
き
の
と
う
（
栽
培
）
で
あ
っ
た
。
日
持
ち
の
よ
い
冷
凍
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
黒
豆
・
唐
辛
子
（
乾
燥
）・
小
豆
・
ネ
ギ
・
干
し
柿
・

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
も
こ
の
時
期
に
出
す
。
四
月
に
な

る
と
山
菜
の
ウ
ド
（
野
生
）・
山
ふ
き
（
栽
培
）・
ネ
ギ
な
ど
で
、
同
月
に
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野
菜
づ
く
り
で
特
別
な
対
応
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
季
節
の
旬
の
野
菜
や

果
物
を
、
コ
ロ
ナ
以
前
と
同
様
に
出
荷
し
た
。
当
た
り
前
で
あ
る
が
、
自

然
相
手
の
農
産
物
の
生
長
や
出
荷
量
等
は
、
天
候
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
社
会
的
な
影
響
を
受
け
に
く
い
の
で
あ
る
。

3　

世
代
を
超
え
た
生
産
者
の
交
流

　

農
産
物
直
売
所
の
事
務
室
に
は
「
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ

う
！
」「
譲
り
合
い
の
心
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
納
品

し
て
す
ぐ
に
帰
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
生
産
者
同
士
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
掛
け
て
い
る
。
維
子
さ
ん
に
と
っ
て
農
産
物
直
売
所
へ

出
掛
け
る
一
番
の
楽
し
み
は
、
村
内
の
友
だ
ち
に
会
え
る
こ
と
で
あ
る
。

野
菜
を
並
べ
な
が
ら
、
知
り
合
い
の
独
居
老
人
の
健
康
状
態
を
心
配
し
て

地
元
の
生
産
者
に
「（
あ
の
人
）
最
近
、
し
ば
ら
く
見
て
な
い
ね
え
」
と

尋
ね
る
と
、「
あ
ぁ
、（
あ
の
人
は
）
前
と
は
違
う
時
間
帯
に
出
す
よ
う
に

な
っ
た
よ
」
と
誰
か
が
必
ず
教
え
て
く
れ
る
。
農
産
物
直
売
所
は
、
た
く

さ
ん
の
情
報
が
集
ま
る
場
で
も
あ
る
。
生
産
者
の
中
に
は
、
突
然
来
な
く

な
る
人
も
い
る
。
皆
で
心
配
し
て
話
し
て
い
る
と
、
誰
か
が
「（
あ
の
人

は
）
入
院
し
た
よ
」「
具
合
が
悪
そ
う
だ
っ
た
か
ら
病
院
に
行
っ
て
い
る

よ
」
と
教
え
て
く
れ
る
。
と
き
に
は
「
亡
く
な
っ
た
よ
」
と
教
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
生
産
者
同
士
の
一
人
ひ
と
り
が
、
皆
の
顔
と
名
前
を
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
い
ち
早
く
個
人
的
な
情
報
も
入
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、

年
間
売
り
上
げ
の
半
分
を
占
め
る
。
加
工
品
の
梅
（
白
加
賀
・
小
梅
）
も

顧
客
が
つ
く
ほ
ど
の
人
気
商
品
で
あ
る
。
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
（
生
食
・
ジ
ャ
ム
用
・
業
務
用
）
が
主
で
、
七
月
か
ら
九
月

に
か
け
て
夏
野
菜
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
ミ
ョ
ウ
ガ
（
栽
培
）・
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
出
す
。
九
月
に
な
る
と
生
食
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
終
了
し
、
冷

凍
の
販
売
が
始
ま
る
。
そ
し
て
旬
の
ネ
ク
タ
リ
ン
が
出
る
。
一
〇
月
に
な

る
と
柿
（
渋
柿
）・
里
芋
・
ナ
ス
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
サ
ツ
マ
イ
モ
（
紅
東
）

を
出
荷
す
る
。
秋
は
出
荷
量
も
減
っ
て
五
～
一
〇
の
品
種
を
出
す
。
一
一

月
は
里
芋
・
大
根
・
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
、
ケ
ン
チ
ン
汁
の
具
材
が
出
て
く
る
。

一
二
月
は
保
存
食
の
黒
豆
、
小
豆
、
ふ
ろ
う
豆
が
出
る
。
ふ
ろ
う
豆
と
は
、

マ
メ
科
サ
サ
ゲ
属
の
一
種
で
小
豆
に
似
た
豆
で
あ
る
。

　

夏
季
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
や
夏
野
菜
の
収
穫
と
、
日
々
忙
し
い
日

が
続
く
。
一
〇
月
に
な
る
と
夏
の
忙
し
さ
と
は
一
変
し
、
自
由
な
時
間
が

増
え
る
。
維
子
さ
ん
は
「
夏
の
仕
事
は
、
運
動
を
し
て
い
る
の
と
同
じ
」

と
話
し
、
秋
に
は
毎
日
の
散
歩
を
日
課
と
し
て
い
る
。
家
を
出
て
萩
室
の

諏
訪
神
社
に
参
拝
し
、
上
平
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
ま
で
行
き
、
で
ん
プ
ラ

を
目
指
し
て
歩
く
。
そ
し
て
家
に
戻
る
ま
で
の
約
二
・
五
キ
ロ
が
散
歩
の

コ
ー
ス
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
二
年
八
月
か
ら
令
和
三
年
三
月
ま
で
、
お
お
よ
そ
八

か
月
の
間
は
客
が
少
な
く
、
保
存
が
効
く
冷
凍
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
小
豆
・

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
店
頭
に
並
べ
た
。
維
子
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
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ブ
ル
と
椅
子
、
給
茶
機
を
設
置
し
て
く
れ
た
。
日
に
よ
っ
て
は
、
饅
頭
が

置
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
生
産
者
は
こ
こ
で
自
由
に
お
茶
が
飲
め
る
。
出

荷
を
終
え
た
維
子
さ
ん
は
、
仲
の
よ
い
人
に
「
い
ま
、
忙
し
い
？
」
と
声

を
か
け
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
近
況
を
話
し
合
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
。
と
き
に
は
、
生
産
者
同
士
で
野
菜
の
育
て
方
や
肥
料
の
こ
と
、

人
気
が
あ
っ
て
よ
く
売
れ
る
農
産
物
の
こ
と
を
話
題
に
「
ど
ん
な
野
菜
を

作
れ
ば
客
が
来
る
の
か
」「
東
京
や
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
来
る

人
は
何
（
ど
ん
な
種
類
の
野
菜
）
を
買
っ
て
い
く
の
か
」「
何
を
作
れ
ば
喜

ん
で
く
れ
る
の
か
」
な
ど
を
話
し
合
い
、
今
後
の
農
産
物
づ
く
り
の
作
戦

を
練
っ
て
情
報
交
換
を
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ふ
れ
あ
い
が
一
変
し
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
。
コ

ロ
ナ
以
前
は
、
持
っ
て
来
た
商
品
を
生
産
者
同
士
で
見
せ
合
う
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
そ
れ
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
世
間
話
も
せ
ず
、
商
品
を
棚

に
置
い
て
会
釈
を
し
、
す
ぐ
に
帰
る
の
が
習
慣
化
し
て
し
ま
っ
た
。
維
子

さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
者
同
士
で
の

会
話
や
お
茶
を
飲
む
時
間
が
ど
れ
ほ
ど
貴
重
で
あ
っ
た
か
を
痛
感
す
る
と

い
う
。
村
内
の
友
だ
ち
に
会
え
る
農
産
物
直
売
所
は
、
地
域
や
人
気
の
あ

る
農
産
物
の
情
報
が
集
ま
る
場
所
で
も
あ
っ
た
た
め
、
会
釈
だ
け
の
交
流

は
寂
し
さ
が
あ
る
と
い
う
。
世
代
を
超
え
た
農
産
物
直
売
所
で
の
交
流
は
、

生
産
者
の
農
産
物
を
育
て
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
と
新
た
な
知
識
を

得
る
場
で
あ
っ
た
。

村
内
の
知
り
合
い
や
友
だ
ち
に
わ
ざ
わ
ざ
会
い
に
い
か
な
く
て
も
、
農
産

物
直
売
所
に
行
け
ば
会
え
る
の
で
あ
る
。

　

冬
季
に
、
村
内
の
遠
く
離
れ
た
地
区
に
住
む
生
産
者
と
会
え
る
の
は
貴

重
な
機
会
で
あ
る
。
川
場
村
の
最
北
端
に
位
置
す
る
湯
原
太
郎
地
区
に
、

友
だ
ち
が
住
ん
で
い
る
。
生
産
者
の
友
だ
ち
と
「
で
ん
プ
ラ
で
会
え
る
の

が
う
れ
し
い
。
そ
の
友
だ
ち
は
寒
い
中
を
朝
早
く
来
る
か
ら
、
私
も
励
み

に
な
る
」
と
話
す
。
夏
季
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
夏
野
菜
の
出
荷
が
あ
る
の

で
、
毎
日
知
り
合
い
に
会
え
る
。
雨
天
の
日
に
生
産
者
の
友
だ
ち
に
会
う

と
、
こ
ん
な
に
雨
が
降
っ
て
い
る
の
に
出
荷
に
来
て
い
る
の
で
、
自
分
も

頑
張
ら
ね
ば
と
思
う
と
い
う
。
最
近
は
比
較
的
若
い
生
産
者
も
増
え
、
年

齢
が
離
れ
た
人
と
も
会
話
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
よ
く
会
う
生
産
者

に
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
維
子
さ
ん
に
聞
け
ば
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
、

以
前
に
増
し
て
「
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、
世
代
を
超
え
た
生
産
者
に
頼

り
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
互
い
に
納
品
し
た
農
産
物
を
話
題
に
し

な
が
ら
「
今
日
は
何
を
持
っ
て
来
た
の
で
す
か
」
と
話
し
か
け
、
そ
の
野

菜
の
美
味
し
い
食
べ
方
や
栽
培
方
法
、「
こ
れ
（
農
産
物
）
を
作
っ
た
ら

客
に
喜
ば
れ
た
」
な
ど
、
売
れ
行
き
の
よ
い
野
菜
や
不
人
気
の
も
の
を
話

題
に
す
る
。
で
ん
プ
ラ
の
農
産
物
直
売
所
に
は
世
代
を
超
え
た
生
産
者
が

集
ま
り
、
会
話
の
一
つ
ひ
と
つ
が
重
要
な
情
報
と
な
る
。

　

平
成
三
〇
年
ご
ろ
か
ら
農
産
物
直
売
所
の
店
長
が
生
産
者
の
ふ
れ
あ
い

を
考
慮
し
、
生
産
者
同
士
が
ゆ
っ
く
り
休
め
る
よ
う
に
と
事
務
室
に
テ
ー
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過
去
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
購
入
し
て
く
れ
た
神
奈
川
県
大
和
市
に
住
む

女
性
が
注
文
の
連
絡
を
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
現
在
も
交
流
を
続
け
て
い

る
顧
客
の
一
人
で
、
何
年
も
会
っ
て
な
い
が
毎
年
年
賀
状
の
や
り
取
り
は

欠
か
さ
な
い
。
こ
れ
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
つ
な
い
で
く
れ
た
縁
で
あ
る
。

夏
に
な
る
と
、
毎
年
こ
の
女
性
か
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
小
梅
の
注
文
が
入

る
の
で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
宅
急
便
で
送
る
。
生
産
者
に
と
っ
て
農
産
物

直
売
所
は
、
普
段
接
す
る
こ
と
が
無
い
客
と
の
会
話
、
ふ
れ
あ
い
と
出
会

い
が
生
ま
れ
る
空
間
で
あ
る
。
維
子
さ
ん
は
「
で
ん
プ
ラ
に
は
、
お
金
で

は
買
え
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
笑
顔
で
話
す
。
つ
ま
り
、
農
産

物
直
売
所
は
個
々
の
生
産
者
が
、
新
た
に
外
部
と
の
関
係
性
を
築
く
場
と

し
て
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め

　

農
産
物
直
売
所
の
特
徴
を
一
言
で
表
す
と
、「
高
齢
者
の
笑
顔
が
満
ち

あ
ふ
れ
る
場
」
で
あ
る
。
で
ん
プ
ラ
の
農
産
物
直
売
所
は
、
昭
和
四
六
年

に
過
疎
指
定
さ
れ
た
川
場
村
が
再
生
を
賭
け
て
設
置
し
た
施
設
で
あ
る
。

過
疎
地
域
指
定
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
て
、
村
政
に
「
農
業
プ
ラ
ス
観

光
」
を
掲
げ
、
山
村
の
原
風
景
と
自
然
環
境
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
た
。
川
場
村
が
観
光
化
へ
向
け
て
の
明
確
な
方
向
性
を
決
め
た
の

は
、
昭
和
五
六
年
に
締
結
し
た
東
京
都
世
田
谷
区
と
の
縁
組
協
定
で
あ
っ

4　

農
産
物
で
つ
な
が
る
生
産
者
と
客

　

生
産
者
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
店
頭
に
並
ん
だ
農
産
物
を
通
じ
て
客

と
直
接
つ
な
が
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
村
内
の
生
産
者
の
中
で
唯
一
、
維
子

さ
ん
が
作
っ
て
い
る
の
は
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
で
あ
る
。

ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ
属
の
多
年
草
で
、
夏
に
赤
い
花
が
咲
く
。
庭
先
で
摘
ん

だ
花
が
茶
色
に
変
色
す
る
ま
で
、
風
当
た
り
の
よ
い
主
屋
の
二
階
で
日
陰

干
し
を
し
て
、
自
然
乾
燥
さ
せ
た
花
を
三
～
四
本
に
ま
と
め
て
一
束
に
す

る
。
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
は
毎
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
出
荷
す
る
。
黒

い
種
が
花
の
咲
い
た
よ
う
な
姿
で
客
に
人
気
が
あ
る
。
こ
れ
は
他
に
競
争

相
手
が
い
な
く
、
売
り
上
げ
も
上
々
で
あ
る
。
農
産
物
直
売
所
は
「
自
分

に
し
か
作
れ
な
い
も
の
」
を
出
せ
る
場
で
あ
り
、
こ
れ
が
生
産
者
に
と
っ

て
の
面
白
さ
で
も
あ
る
。

　

維
子
さ
ん
は
客
と
の
会
話
を
大
切
に
し
て
い
る
。
店
頭
に
野
菜
を
並
べ

て
い
る
と
き
に
、
客
と
目
が
合
う
こ
と
が
あ
る
。
さ
り
げ
な
く
「
ど
ち
ら

か
ら
来
ら
れ
た
の
で
す
か
」
と
話
し
か
け
、
会
話
を
楽
し
む
。
客
と
の
何

気
な
い
会
話
か
ら
、
野
菜
類
の
出
し
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
得
た
こ
と

も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
女
性
は
「
大
根
の
葉
っ
ぱ
が
食
べ
た
い
か
ら
、

い
っ
ぱ
い
葉
が
つ
い
た
も
の
が
欲
し
い
」
と
、
葉
の
た
く
さ
ん
付
い
た
大

根
を
買
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
で
き
る
だ
け
大
根
葉
を
切
ら
ず
に
、
棚

に
並
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。
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の
で
あ
る
。
現
在
で
は
川
場
村
を
代
表
す
る
果
樹
へ
と
発
展
を
遂
げ
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
維
子
さ
ん
は
、
農
産
物
直
売
所
開
設
当
初
は
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
栽
培
を
は
じ
め
て
お
ら
ず
、
家
庭
菜
園
で
作
っ
た
ネ
ギ
や
枝
豆

を
出
荷
し
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
三
〇
年
に
な
る
と
売
り
上
げ
全
体
の

約
四
〇
％
を
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
は
つ
子
さ

ん
は
既
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
し
て
い
た
の
で
、
開
設
当
初
か
ら
出
荷

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
で
ん
プ
ラ
開
設
と
同
時
期
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

栽
培
が
村
内
に
定
着
し
、
現
在
で
は
農
産
物
直
売
所
の
売
り
上
げ
全
体
を

支
え
る
看
板
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
産
物
直
売
所
と
生
産
者
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
次
の
四
点
が
指
摘
で

き
る
と
思
う
。
第
一
点
は
、
高
齢
女
性
に
と
っ
て
の
農
産
物
直
売
所
は
、

単
に
農
産
物
を
出
荷
す
る
だ
け
の
場
で
は
な
く
、
世
代
の
異
な
る
生
産
者

が
売
れ
行
き
の
善
し
悪
し
や
都
市
部
の
客
の
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
野

菜
づ
く
り
の
知
見
を
深
め
る
場
で
あ
る
。

　

第
二
点
は
、
朝
の
出
荷
時
に
は
村
内
の
生
産
者
が
同
じ
空
間
に
集
ま
り
、

作
業
を
し
な
が
ら
村
の
情
報
な
ど
の
会
話
を
楽
し
む
場
で
あ
る
。
こ
の
ふ

れ
あ
い
を
一
変
さ
せ
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。
世
間
話
も
せ
ず
、
商
品

を
た
だ
棚
に
置
い
て
会
釈
を
し
、
す
ぐ
に
帰
る
の
が
習
慣
化
し
た
。
維
子

さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
生
産
者
同
士
で
の
会
話
や
お
茶

を
飲
む
時
間
が
ど
れ
ほ
ど
貴
重
で
あ
っ
た
か
を
痛
感
す
る
と
い
う
。

　

第
三
点
は
、
手
作
り
野
菜
・
果
物
を
通
し
て
生
産
者
と
客
が
出
会
い
、

た
。
そ
れ
以
前
か
ら
地
元
農
家
の
先
駆
者
た
ち
が
、
農
産
物
の
収
穫
体
験

が
で
き
る
観
光
農
園
を
開
い
た
り
、
民
宿
経
営
を
始
め
た
り
、
農
山
村
の

原
風
景
を
舞
台
に
し
た
観
光
化
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
地
元
農
家

の
意
見
を
受
け
て
、
野
菜
や
果
物
、
地
場
産
品
な
ど
の
販
売
を
目
的
と
し

た
農
産
物
直
売
所
が
平
成
七
年
に
完
成
す
る
。
当
時
、
農
家
女
性
が
生
産

者
と
し
て
登
録
し
野
菜
を
出
荷
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
小
林
維
子
さ

ん
と
外
山
は
つ
子
さ
ん
の
二
人
の
高
齢
女
性
も
開
設
当
時
か
ら
出
荷
を
続

け
て
い
る
。

　

二
人
に
共
通
す
る
の
は
、
林
業
と
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
っ
た
時
期
に
結
婚

し
、
昭
和
四
〇
年
代
の
過
疎
山
村
の
生
活
変
化
を
体
験
し
た
世
代
で
あ
る

こ
と
、
伝
統
的
な
生
活
感
覚
を
保
ち
な
が
ら
農
を
楽
し
も
う
と
し
て
き
た

こ
と
、
個
人
の
才
覚
で
販
売
促
進
努
力
に
勤
し
ん
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て

高
齢
期
を
多
忙
に
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
設
置
当
初

か
ら
地
元
の
農
家
女
性
が
手
作
り
野
菜
を
持
ち
込
ん
で
支
え
続
け
て
き
た

農
産
物
直
売
所
で
あ
る
が
、
生
産
者
自
身
も
農
産
物
直
売
所
の
お
か
げ
で

影
響
を
受
け
た
り
、
学
ん
だ
り
し
た
点
が
少
な
く
な
い
。

　

川
場
村
で
は
一
九
七
〇
年
代
に
は
養
蚕
が
衰
退
し
、
桑
畑
が
蒟
蒻
芋
、

リ
ン
ゴ
畑
に
代
わ
っ
て
い
き
、
一
九
八
〇
年
代
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培

が
高
齢
者
を
中
心
に
広
ま
っ
た
。
苗
木
の
育
成
補
助
金
が
出
た
こ
と
も
あ

り
、
桑
畑
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
へ
と
急
速
に
転
換
し
て
い
っ
た
。
低
木
で
、

特
に
消
毒
を
必
要
と
し
な
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
は
高
齢
者
に
好
ま
れ
た
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外
山
は
つ
子
氏
と
小
林
維
子
氏
に
は
、
度
重
な
る
聞
き
書
に
快
く
応
じ
て
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
氏
名
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
に
許
可
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
以
上
、
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
1
）
筆
者
は
平
成
二
六
年
に
川
場
村
誌
調
査
員
を
委
嘱
さ
れ
、
年
中
行
事
・
衣
食
を

担
当
し
た
。
そ
の
成
果
は
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
に
『
川
場
村
誌
』
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
。
刊
行
後
も
、
筆
者
は
個
人
研
究
の
民
俗
調
査
を
継
続
し
て
い
る
。

本
稿
は
『
川
場
村
誌
』
以
降
の
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
執
筆
で
あ
る
。

（
2
）
本
稿
で
対
象
と
し
た
二
名
の
高
齢
女
性
は
、
い
わ
ば
村
人
か
ら
「
み
ん
な
の
目

標
」
と
さ
れ
る
よ
う
な
農
家
の
女
性
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
人
の
様
に
積

極
的
な
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
農
産
物
直
売
所
が
開
設
し
た
平
成
七
年
当
初
は
、

農
家
で
食
べ
き
れ
な
か
っ
た
野
菜
や
規
格
外
の
も
の
を
、
自
分
た
ち
の
で
き
る

範
囲
内
で
出
荷
し
て
い
た
。
翌
年
の
平
成
八
年
に
道
の
駅
の
認
定
を
受
け
る
と
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
、
旅
行
雑
誌
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
で
ん
プ
ラ
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宣
伝
効
果
も
あ
っ
て
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
農
産
物
直
売
所
か
ら
直
に
生
産
者
へ
納
品
の
催
促
電
話
や
メ

ー
ル
等
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
、
農
家
の
女
性
た
ち
は
忙
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
農
産
物
直
売
所
が
観
光
客
の
要
望
を
重
視
し
、
商
売
に
先
行
し
す
ぎ
る
面

に
不
満
を
持
つ
人
が
い
る
こ
と
を
、
付
け
加
え
た
い
。

（
3
）
平
成
六
年
に
「（
株
）
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
」
が
最
初
に
稼
働
さ
せ
た
の
は
ミ
ル

ク
工
房
で
あ
っ
た
。
当
初
は
地
産
地
消
の
目
的
で
、
村
内
の
宿
泊
施
設
や
学
校

直
接
に
交
流
で
き
る
場
で
あ
る
。
丹
精
し
た
農
産
物
を
通
じ
て
顧
客
を
獲

得
で
き
る
こ
と
は
、
生
産
者
に
と
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
。

　

第
四
点
は
、
三
世
代
が
揃
う
農
家
で
は
、
高
齢
女
性
が
野
菜
を
作
っ
て

袋
詰
め
を
し
、
息
子
や
嫁
が
で
ん
プ
ラ
に
運
ぶ
。
野
菜
づ
く
り
か
ら
出
荷

ま
で
の
一
連
の
流
れ
が
家
族
の
年
齢
・
体
力
に
応
じ
た
役
割
分
担
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
川
場
村
の
農
家
に
と
っ
て
の
農
産
物
直
売
所
の
特
質
を
挙
げ

て
み
た
い
。
農
産
物
直
売
所
の
開
設
に
よ
り
、
女
性
た
ち
は
野
菜
作
り
を

積
極
的
に
行
い
、
四
季
を
通
じ
て
家
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
農
事
暦
を
堅
く

守
り
な
が
ら
そ
れ
を
持
続
さ
せ
て
き
た
。
維
子
さ
ん
は
種
蒔
き
の
季
節
が

近
づ
く
と
、
毎
日
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
大
安
の
日
を
選
ぶ
。
は
つ
子
さ
ん

は
、
お
ん
べ
（
御
幣
）
を
担
い
で
伝
統
的
な
俗
信
を
大
切
に
し
て
い
る
。

農
産
物
直
売
所
で
は
、
高
齢
女
性
が
持
っ
て
い
る
野
菜
・
果
樹
を
育
て
る

コ
ツ
と
技
術
だ
け
で
な
く
、
川
場
村
の
自
然
環
境
の
な
か
で
伝
え
ら
れ
た

伝
統
的
な
農
事
暦
を
基
本
に
、
日
々
農
を
楽
し
ん
で
い
る
。
川
場
村
名
産

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
高
齢
者
の
体
力
に
見
合
っ
た
果
樹
で
あ
り
、
高
齢
女

性
た
ち
は
軽
量
野
菜
な
ど
の
選
択
を
し
な
が
ら
も
農
産
物
直
売
所
を
支
え

続
け
て
い
る
。

謝
辞

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
川
場
村
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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い
る
。
秩
序
を
守
ら
な
い
人
の
近
く
へ
農
産
物
を
置
く
の
を
避
け
た
り
、
納
品

時
間
を
変
え
た
り
し
て
対
応
す
る
。
生
産
者
に
と
っ
て
、
商
品
を
置
く
場
所
は

売
り
上
げ
に
影
響
す
る
の
で
重
要
で
あ
る
。
人
気
の
棚
は
目
線
の
高
さ
で
あ
る

中
段
の
棚
で
、
こ
の
場
所
に
置
く
た
め
に
生
産
者
の
多
く
が
早
朝
か
ら
搬
入
口

に
並
ぶ
の
で
あ
る
。
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Elderly Women Who Enjoy Farming and the Farmers’ 
Market:   
A case study of elderly women growing vegetables and 
blueberries by hand in Kawaba village

SUZUKI Hanae

This manuscript considers the involvement of elderly women in the farmers’ 
market in Kawaba Village, Tone-gun, Gunma Prefecture. The agricultural 
produce direct sales shop we focus on here is a facility attached to Kawaba 
Denen Plaza, a roadside station (michinoeki). Michinoeki are public facilities, 
of which about 1,200 exist throughout the nation, and numbers are increasing 
each year. Kawaba Village, designated as a depopulated area in 1971, aimed 
to escape depopulation by opening a direct sales center for the farmers’ market 
in 1995. This effort was widely supported by many farm women. Michinoeki 
Kawaba Denen Plaza, the roadside station, was founded in 1996. Visitors can 
purchase vegetables and fruits grown locally in Kawaba Village and enjoy 
cooking with them. Both local people and visitors enjoy using MichinoEki 
Kawaba Denen Plaza. Today, the farm women of those days who have sup-
ported this farmers’ market from the beginning have aged and become elderly 
women. The purpose of this paper is to reveal, through the narratives of two 
elderly local women, how they became involved in the direct sales of agricul-
tural products and how they came to enjoy farming while supporting the pro-
duction and shipment of vegetables and fruit. These two women have been 
shipping vegetables grown by hand since the establishment of the farmers 
market, and this paper also analyzes their current situation through specific 
case studies. They are the generation that experienced the changes in the lives 
of depopulated mountain village residents in the late 1960s and early 1970s, 
and they are enjoying farming while maintaining a traditional sense of life, 
making efforts to promote sales through their personal talents, and living vi-
brantly in their old age. The farmers’ market serves as a place for producers of 
different generations to exchange information and deepen their knowledge of 
vegetable production. In farm households, roles are divided among family 
members in the processes of vegetable growing and shipping. The direct sales 
center not only benefits from the tips and techniques possessed by the elderly 
women but also their enjoyment of daily farming based on the traditional 
farming calendar. The women also support the direct sales of blueberries, a 
specialty of Kawaba Village, as growing them is suitable in consideration of 
their physical strength as they grow older.




